
０１ 

題 材 名  「世界一周道路をつくろう」（第１時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 1年で学習した文字式と関連付けて計算することができる。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎文字を用いた式の必要性と意味を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

１．「世界１周の道路をつくってみましょう。」 
【めあて】 
赤道の周りに地表から１ｍの高さにつくった世界一周道路と赤道
の長さを比べ、その差を考えてみよう。 
２．教科書 P.11 をもとにして，予想を考えさせる。 
３．地球の半径を 6378000ｍとして差を求めさせる。 
  （赤道の長さ）＝２π×6378000 
  （世界一周道路）＝２π×（6378000＋１） より 
  （世界一周道路）－（赤道の長さ） 
  ＝２π×（6378000＋１）－２π×6378000 
  ＝２π×6378000＋２π－２π×6378000 
  ＝２π  約 6ｍ 
４．同じ数（6378000）が何度も出てくることに注目させ、地球の
半径を文字に置き換えて計算する方がよいことに気づかせる。 

５．地球の半径をｒｍとして差を求めさせる。 
  （赤道の長さ）＝２π×ｒ 
  （世界一周道路）＝２π×（ｒ＋１） より 
  （世界一周道路）－（赤道の長さ） 

 ＝２π×（ｒ＋１）－２π×ｒ 
  ＝２π  約 6ｍ 

 【振り返り】 
文字を用いて計算することで、より簡単に求めることができる。
また、地球の半径に関係なく差は一定（約６ｍ）になる。 
６．次時の予告 
「次の授業では、文字式の計算をしていきます。」 

・地球の半径は 6278 ㎞であること
を教えておく。 
 
 
・教科書 P．11 の「話し合おう」
の 6択を考えさせる。 
・地上より１ｍ離れてつくると半径
が１ｍ長くなることを押さえさせ
る。 
 
・分配法則を用いて計算させる。 
 
 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
文字式の便利さを理解し、地球
の大きさに関係なく差が一定で
あることに気づくことができ
る。【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・文字式の便利さや手軽さを実感できるようにする。 
数学的活動のポイント 
 ・文字式を利用して物事を考える活動 
 ・説明し伝え合う活動 
用意するもの 
 ワークシート  



０１ 

題 材 名  「世界一周道路をつくろう」（第１時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 1年で学習した文字式と関連付けて計算することができる。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎文字を用いた式の必要性と意味を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ １ ／１１） 

 

【確認】 
 ・半径がｒの円において 

円周の長さ＝２πｒ 
 ・地球の半径は約 6378 ㎞（6378000ｍ） 
 
 
【やってみよう１】 
※ 地球の半径を 6378000ｍとすると 
（赤道の長さ）＝２π×6378000 

 （世界一周道路）＝２π×（6378000＋１）より 
 （世界一周道路）－（赤道の長さ） 
  ＝２π×（6378000＋１）－２π×6378000 
  ＝２π×6378000＋２π－２π×6378000 
  ＝２π  約 6ｍ 
 

 
【やってみよう２】 
※ 地球の半径をｒｍとすると 

  （赤道の長さ）＝２π×ｒ 
  （世界一周道路）＝２π×（ｒ＋１） より 
  （世界一周道路）－（赤道の長さ） 

 ＝２π×（ｒ＋１）－２π×ｒ 
  ＝２π  約 6ｍ 
 

 
 

 

【めあて】 
赤道の周りに地表から１ｍの高さにつくっ
た世界一周道路と赤道の長さを比べ、その差
を考えてみよう。 

【振り返り】 
文字を用いて計算することで、より簡単に求めるこ
とができる。また、地球の半径に関係なく差は一定
（約６ｍ）になる。 

２．の後に確認
する。 

４．同じ数（6378000）が何度も出てくることに注目させ、地球の
半径を文字に置き換えて計算する方がよいことに気づかせる。 



０２ 

題 材 名  「単項式と多項式，次数と同類項」（第２時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎単項式や多項式，次数や同類項の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから文字式について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
単項式と多項式，次数，同類項について理解し，同類項を 
まとめることができるようになろう。 
「まずは 1 年生の復習から始めましょう。」 
１．ワークシート（復習）を解かせる。 
 （答） １．3a（㎏） ２．ab（㎠） ３．a２（㎠） 
     ４．500－a（円） ５．50a＋80ｂ（円） 
２．単項式，多項式，項を説明する。 
 ⑴ 例１を説明してワークシート１を解かせる。 
   ３a２－2a＋１＝３a２＋（－2a）＋１ 
   だから，項は３a２，－2a ，１ の３つ 
 ⑵ 例２を説明し，ワークシート２を解かせる。 
   ３ｘ２  －４ｘ＋６ 
   次数２ 次数１     
   だから，この多項式の次数は２ 
３．同類項を説明し，分配法則を使って 1 つにまとめることができ
ることを説明する。 

 ⑴ 例３，４を説明してワークシート３，４を解かせる。 
【振り返り】 
項に分けて考えたとき，項が 1 つだけの式が単項式，項が 2 つ以
上ある式が多項式，項でかけてある文字の個数が次数（ただし多
項式では最大の値が次数），項の種類が同じものが同類項である。 
４．問１～問４は宿題として指示する。 
５．次時の予告 
「次の授業では，多項式の加法と減法について学習します。」 

 
 
 
 
 
① 文字式の表し方に注意させる。 
 
② 1 つの文字，1 つの数も単項式
であることに注意させる。 

・和の形で表して項を確認する。 
・－2aを 2aと間違えないように注
意させる。 
③ ｘ２はｘ×ｘだから 2次である
ことに注意させる。 

 ・次数を足し算して，次数３とし
ないように注意させる。 

④ 累乗の指数の部分も同じでな  
 ければ同類項でないことに注意
させる。 

 
評価のめやす 
単項式，多項式，次数，同類項
を理解し，同類項をまとめるこ
とができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・文字式の表し方を復習しながら説明する。 
数学的活動のポイント 
 ・数や図形の性質などを見いだす活動 
用意するもの 
 ワークシート  



０２ 

題 材 名  「単項式と多項式，次数と同類項」（第２時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎単項式や多項式，次数や同類項の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ２ ／１１） 

 
 
 
 
１．復習 
 （答） １．3a（㎏） ２．ab（㎠） ３．a２（㎠） 
     ４．500－a（円） ５．50a＋80ｂ（円） 
 
 
 
 
単項式… 
多項式… 
項… 
次数… 
一次式… 
同類項… 
 
 

 
次数… 
一次式… 
同類項… 
 
 

 

 

① 文字式の表し方に注意させる。 

【めあて】 
単項式と多項式，次数，同類項について理解し，
同類項をまとめることができるようになろう。 

【振り返り】 
項に分けて考えたとき，項が 1 つだけの式が単項
式，項が 2 つ以上ある式が多項式，項でかけてあ
る文字の個数が次数（ただし多項式では最大の値
が次数），項の種類が同じものが同類項である。 

② 1 つの文字，1 つの数も単項
式であることに注意させる。 
・和の形で表して項を確認する。 
・－2aを 2aと間違えないように
注意させる。 

③ ｘ２はｘ×ｘだから 2 次であ
ることに注意させる。 

 ・次数を足し算して，次数３と
しないように注意させる。 

④ 累乗の指数の部分も同じでな
ければ同類項でないことに注意
させる。 



同類項を 
まとめる。 

同類項を 
まとめる。 

０３ 

題 材 名  「多項式の加減」（第３時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎簡単な多項式の加法と減法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「1冊 a円のノートと，1冊ｂ円の鉛筆があります。 
 姉はノート 5 冊と鉛筆 3 本，弟はノート 2 冊と鉛筆 5 本を買いま
した。2人の代金の合計と差を求めましょう。」 
【めあて】 
多項式の加法，減法ができるようになろう。 
１．例５で多項式の加法を説明し，ワークシート 1 を解かせる。 
  （筆算で解けることも合わせて説明する。） 
 （５a＋３b）＋（２a＋５b）          ５a＋３b 
 ＝５a＋３b＋２a＋５b           ＋）２a＋５b 
 ＝５a＋２a＋３b＋５b             ７a＋８b 
 ＝７a＋８b 
 
２．例６で多項式の減法を説明し，ワークシート２を解かせる。 
  （筆算で解けることも合わせて説明する。） 
 （５a＋３b）－（２a＋５b）          ５a＋３b 
 ＝５a＋３b＋（－２a－５b）        ―）２a＋５b 
 ＝５a－２a＋３b－５b             ３a－２b 
 ＝３a－２b 
 
３．例７，８で筆算を説明し，ワークシート３，４を解かせる。 
【振り返り】 
多項式の加法は，そのまま（ ）をはずして同類項をまとめる。 
多項式の減法は，① 分配法則を用いて（ ）を外す。 

② 引く式の項の符号を逆にして加法にする。 
４．問５～問８は宿題として指示する。 
５．次時の予告 
「次の授業では，いろいろな計算について学習します。」 

 
 
 
 
 
②  1 年生の学習を思い出させ

る。 
 
② 多項式の加法は，そのまま（ ）
をはずして同類項をまとめると
よいことを押さえさせる。 

 
③  多項式の減法は， 
⑴分配法則を用いて（ ）を外す。 
⑵引く式の項の符号を逆にして
加法にする。 

のいずれかで解くとよいことを
押さえさせる。 

 
④ 問題の通り縦書きに直すと，同
類項が縦にそろわない場合は自
分で書き直す必要があることを
注意させる。 

 
評価のめやす 
多項式の加法，減法ができる。 
【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・多項式の減法は，①「分配法則を用いて（ ）を外す」or ②「引く式の項の符号を逆にして加法にする」

の 2種類あることを押さえる。 
用意するもの 
 ワークシート  

加法に変換 



同類項を 
まとめる。 

同類項を 
まとめる。 

０３ 

題 材 名  「多項式の加減」（第３時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎簡単な多項式の加法と減法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ３ ／１１） 

 
 
 

多項式の加法 

 
 
 （５a＋３b）＋（２a＋５b）  

    
 ＝５a＋３b＋２a＋５b 

            
 ＝５a＋２a＋３b＋５b              
 
 ＝７a＋８b 
 
 
 
 
 
 

多項式の減法 

  （筆算で解けることも合わせて説明する。） 
 （５a＋３b）－（２a＋５b）           
 ＝５a＋３b＋（－２a－５b）          
＝５a－２a＋３b－５b 

 ＝３a－２b 
 
例７ 
例８ 
 
 

 

【めあて】 
多項式の加法，減法ができるようになろう。 

【振り返り】 
多項式の加法は，そのまま（ ）をはずして同類
項をまとめる。 
多項式の減法は，① 分配法則を用いて（ ）を
はずす。 
② 引く式の項の符号を逆にして加法にする。 

① 1 年生の学習を思い出させる。 

加法に変換 

② 多項式の加法は，そのまま（ ）をはずし
て同類項をまとめるとよいことを押さえさ

 

③ 多項式の減法は， 
⑴分配法則を用いて（ ）を外す。 
⑵引く式の項の符号を逆にして加法にする。 
のいずれかで解くとよいことを押さえさせる。 

 
 

④ 問題の通り縦書きに直すと，同類項
が縦にそろわない場合は自分で書き直
す必要があることを注意させる。 



５（２ａ＋３ｂ）＝５×２ａ＋５×３ｂ 
         ＝１０a＋１５ｂ 

０４ 

題 材 名  「いろいろな多項式の計算」（第４時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎多項式と数の乗法，除法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「いろいろな多項式の計算をしてみましょう。」 
【めあて】 
いろいろな多項式の計算ができるようになろう。 
１．例１，２を説明し，ワークシート 1 を解かせる。 
  

  
 

２．例３，４を説明し，ワークシート２を解かせる。 
  
 
 
 
 
 
３．例５を説明し，ワークシート３を解かせる。 
  
 
 
 
 
【振り返り】 
いろいろな多項式の計算では，分配法則を用いて（ ）を外す。 
分子が多項式の計算では， 
① 分母を通分，②分配法則を用いて（ ） を外すとよい。 

４．次時の予告 
「次の授業では，式の値について学習します。」 

 
 
 
① 分配法則を思い出させる。 

 ｍ（a＋b）＝ｍa＋ｍb 
 
② １年で学習した内容と比較し
て，計算の方法が同じであること
に気づかせる。 

 
 
③ ２つめの（ ）の中には，－３ 
 をかけるので，符号の変化に注意
させる。 

 
④ 分配法則→２つ以上分配法則 
  →分子が多項式 のつながりを 
  持たせながら説明する。 
 
 
 
評価のめやす 
分配法則を使って（ ）を含む 
式の計算ができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・１年で学習した文字式の計算と比較させて，同じ考え方で解けることに気づかせる。 

 ・ｍ（a+b） → ｍ（a+b）＋ｎ（c+d） → ａ＋ｂ

ｐ
＋ｃ＋ｄ

ｑ
 のつながりを持たせて説明する。 

用意するもの 
 ワークシート  

３（ｘ－２ｙ）＋２（２ｘ＋ｙ） 分配法則で（）を外す 

＝３ｘ―６ｙ＋４ｘ＋２ｙ     同類項をまとめる 

＝７ｘ－４ｙ 
 

５（ｘ＋３ｙ）－３（２ｘ－５ｙ＋１） 分配法則で（）を外す 

＝５ｘ＋１５ｙ－６ｘ＋１５ｙ－３   同類項をまとめる 

＝－ｘ＋３０ｙ－３ 

（９ｘ－６ｙ）÷３＝９ｘ

３
－６ｙ

３
  

         ＝３ｘ－２ｙ 

１

３
（２ｘ＋ｙ）－１

６
（ｘ－５ｙ） 

＝２ｘ＋ｙ

３
－ｘ−５ｙ

６
 

＝２（２ｘ＋ｙ）

６
－（ｘ−５ｙ）

６
 

＝２（２ｘ＋ｙ）−（ｘ−５ｙ）

６
 

＝４ｘ＋２ｙ−ｘ＋５ｙ

６
 

＝３ｘ＋７ｙ

６
 



５（２ａ＋３ｂ）＝５×２ａ＋５×３ｂ 
         ＝１０a＋１５ｂ 

０４ 

題 材 名  「いろいろな多項式の計算」（第４時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎多項式と数の乗法，除法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 1年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ４ ／１１） 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

【めあて】 
いろいろな多項式の計算ができるように
なろう。 

【振り返り】 
いろいろな多項式の計算では，分配法則を用いて
（ ）を外す。 
分子が多項式の計算では， 
① 分母を通分，②分配法則を用いて（ ）を外す 

とよい。 

① 分配法則を思い出させる。 
 ｍ（a＋b）＝ｍa＋ｍb 

（９ｘ－６ｙ）÷３＝９ｘ

３
－６ｙ

３
  

         ＝３ｘ－２ｙ 

３（ｘ－２ｙ）＋２（２ｘ＋ｙ） 分配法則で（）を外す 

＝３ｘ―６ｙ＋４ｘ＋２ｙ     同類項をまとめる 

＝７ｘ－４ｙ 
 

５（ｘ＋３ｙ）－３（２ｘ－５ｙ＋１） 分配法則で（）を外す 

＝５ｘ＋１５ｙ－６ｘ＋１５ｙ－３   同類項をまとめる 

＝－ｘ＋３０ｙ－３ 

１

３
（２ｘ＋ｙ）－１

６
（ｘ－５ｙ） 

＝２ｘ＋ｙ

３
－ｘ−５ｙ

６
 

＝２（２ｘ＋ｙ）

６
－（ｘ−５ｙ）

６
 

＝２（２ｘ＋ｙ）−（ｘ−５ｙ）

６
 

＝４ｘ＋２ｙ−ｘ＋５ｙ

６
 

＝３ｘ＋７ｙ

６
 

②  １年で学習した内容と比較し
て，計算の方法が同じであることに
気づかせる。 ることに気づかせる。

 

 

 

③ ２つめの（ ）の中には，－３ 
をかけるので，符号の変化に注意させる。 

④ 分配法則→ 
２つ以上分配法則 
→分子が多項式の
つながりを持たせ
ながら説明する。 



〈直接代入〉      
 （３ｘ＋５ｙ）－（７ｘ＋２ｙ） 

 ＝３×５＋５×�−
１

３
�－７×５－２×�−

１

３
� 

 ＝１５＋�−
５

３
�－３５＋２

３
 

 ＝－２１ 

０５ 

題 材 名  「式の値」（第５時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 文字が 2つ以上ある式について，式の値を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎式の値を求める方法を考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 式の値を求める方法を考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「簡単に式の値を求めるにはどうすればよいか考えましょう。」 
【めあて】 
式の値を効率よく求めることができるようになろう。 
１．1 年で学習した「代入」「式の値」を復習させる。 
「代入」…文字の代わりに数を入れること。 
「式の値」…文字式で指定された数を代入して計算した結果のこと。 
 （例題）ｘ＝－2 のとき，３ｘ＋６の値を求めなさい。 
   （解）式にｘ＝－２を代入すると， 
      ３×（－２）＋６ 
      ＝－６＋６ 
      ＝０  
２．例１をみせ，求める方法を考察し，表現させる。 

  ｘ＝５，ｙ＝－１

３
 のとき，次の式の値を求めなさい。 

  （３ｘ＋５ｙ）－（７ｘ＋２ｙ） 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
式の値を効率よく求めるには，式を計算してから代入するとよい。 
３．問５と練習問題は宿題として指示する。 
 
４．次時の予告 
「次の授業では，単項式の乗除について学習します。」 

 
 
 
① 代入した後も文字を書き残す
生徒もいるので，以下の誤答例を 

 示しながら注意させる。 
 （誤答例）  
  ３×（－２）ｘ＋６ 
 ＝－６ｘ＋６ 
 
 
② まずは個人で考えさせる。 
その後，ペア，グループで交流 
させ，求めた方法を表現させたり
考察させたりする。 

 
③ それぞれの求め方を生徒に 
発表させ，全体で考察させる。 

 
 
④〈式変形代入〉に関しては，3 年
で学習する因数分解の変形も含
まれることを補足する。 

 
評価のめやす 
式の値を求める方法を考察し，

表現することができる。 

【思考・判断・表現力】 
 

指導のポイント 
 ・式を計算してから代入することで，効率よく式の値を求めることができることに気づかせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

〈式変形代入〉  
 （３ｘ＋５ｙ）－（７ｘ＋２ｙ） 
 ＝３ｘ＋５ｙ－７ｘ－２ｙ 
 ＝－４ｘ＋３ｙ 

 ＝－４×５＋３×�−
１

３
� 

 ＝－２１ 



〈直接代入〉      
 （３ｘ＋５ｙ）－（７ｘ＋２ｙ） 

 ＝３×５＋５×�−
１

３
�－７×５－２×�−

１

３
� 

 ＝１５＋�−
５

３
�－３５＋２

３
 

 ＝－２１ 

０５ 

題 材 名  「式の値」（第５時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 文字が 2つ以上ある式について，式の値を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎式の値を求める方法を考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 式の値を求める方法を考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ５ ／１１） 

 
 
 
「代入」…文字の代わりに数を入れること。 
 
「式の値」…文字式で指定された数を代入して 

計算した結果のこと。 
 
（例題）ｘ＝－2のとき，次の式の値を求めなさい。 

３ｘ＋６ 
   （解）式にｘ＝－２を代入すると， 
      ３×（－２）＋６ 
      ＝－６＋６ 
      ＝０  

 

ｘ＝５，ｙ＝－１

３
 のとき，次の式の値を求めなさい。 

  （３ｘ＋５ｙ）－（７ｘ＋２ｙ） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【めあて】 
式の値を効率よく求めることができるようになろう。 

【振り返り】 
式の値を効率よく求めるには，式を計算してから
代入するとよい。 

① 代入した後も文字を書き残す生徒もいるの
で，以下の誤答例を 示しながら注意させる。 

 （誤答例）  
  ３×（－２）ｘ＋６ 
  ＝－６ｘ＋６ 

 
 

〈式変形代入〉  
 （３ｘ＋５ｙ）－（７ｘ＋２ｙ） 
 ＝３ｘ＋５ｙ－７ｘ－２ｙ 
 ＝－４ｘ＋３ｙ 

 ＝－４×５＋３×�−
１

３
� 

 ＝－２１ 

② まずは個人で考えさせる。その後，ペア，グループで
交流させ，求めた方法を表現させたり考察させたりする。 

③ それぞれの求め方を生徒に発表させ，全体で
考察させる。 

④〈式変形代入〉に関しては，3 年で学習する因
数分解の変形も含まれることを補足する。 

 



０６ 

題 材 名  「単項式の乗法・除法」（第６時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎単項式の乗法と除法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「単項式どうしの掛け算，割り算について考えましょう。」 
【めあて】 
単項式の乗法，除法ができるようになろう。 
１．1 年で学習した１次式と数の乗法について復習させる。 

    ３ｘ×(－6)   ×の記号を復活させる 

   ＝３×(－6)×ｘ  交換法則で係数と文字にわけて計算 

   ＝１８ｘ２ 

２．例１～４を説明して，ワークシート１～４を解かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
単項式の乗法は，係数の積に文字の積をかけるとよい。 
単項式の除法は，逆数をかけ乗法として計算するとよい。 
３．問１～４は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，単項式の乗除の混じった計算について学習します。」 

 
 
 
① 交換法則や結合法則を用いて 
 係数と文字にわけて計算したこ
とを想起させる。 

 
 
 
② 単項式の乗法は，係数の積に 
文字の積をかけるとよいことを
押さえさせる。なお，同じ文字の
積は累乗の形で表記するように
指導する。 

 
③ 単項式の除法は，数の計算と同
じように，割る方の単項式の逆数
をかけるように指導する。 

 
 
 
評価のめやす 
単項式の乗法と除法の計算をす
ることができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・単項式の除法は，わる数が分数でないとき，÷の記号を／として分数にするとよいことを押さえさせる。 
          わる数が分数のとき，逆数をかけるとよいことを押さえさせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

＝ 

＝ 

（例１）⑴ 4ｘ×(－2ｙ)        ⑵ (－8a)×5a 
      ＝４×(－2)×ｘ×ｙ       ＝(－8)×5×a×a 
      ＝－８ｘｙ           ＝－40a2 
  
（例２）(－5ｙ)2＝(－5ｙ)×(－5ｙ)    （例３）⑴ 8ｘｙ÷４ｘ 
        ＝(－5)×(－5)×ｙ×ｙ         8ｘｙ 
        ＝２５ｙ2                    4ｘ 

                          ＝2ｙ 

   ⑵ 6a2÷(－2a)          （例４）－３

２
ｘ2÷３

４
ｘ 

      6×a×a              ＝－３×ｘ×ｘ

２
× ４

３ｘ
 

      －2a               ＝－２ｘ 
    ＝－3a 



０６ 

 
題 材 名  「単項式の乗法・除法」（第６時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎単項式の乗法と除法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ６ ／１１） 

 
 
（1年の復習） 

３ｘ×(－6)    ×の記号を復活させる 

＝３×(－6)×ｘ  交換法則で係数と文字にわけて計算 

   ＝１８ｘ２ 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

【めあて】 
単項式の乗法，除法ができるようになろう。 

【振り返り】 
単項式の乗法は，係数の積に文字の積をかけると
よい。また，単項式の除法は，逆数をかけて乗法
に変換してから計算するとよい。 

① 交換法則や結合法則を用いて係数と文
字にわけて計算したことを想起させる。 

 

② 単項式の乗法は，係数の積に 
文字の積をかけるとよいことを押さえさ
せる。なお，同じ文字の積は累乗の形で
表記するように指導する。 

 

③ 単項式の除法は，数の計算と同じよう
に，割る方の単項式の逆数をかけるよう
に指導する。 



０７ 

題 材 名  「単項式の乗除の混じった計算」（第７時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎単項式の乗除の混じった計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから単項式の乗除が混じった計算について考えましょう。」 
【めあて】 
単項式の乗除の混じった計算ができるようになろう。 
１．例５を説明し，ワークシート１，２を解かせる。 
 （例 5）⑴ －4xy÷(－3y)×6ｘ  

      ＝4𝑥𝑥𝑥𝑥×6ｘ
3𝑦𝑦

 

      ＝8ｘ2 

 
      
     
 ⑵ 12a2b÷2a×(－3b) 

＝－12a2b
2a×3b

 

      ＝－2a 
 
 
 
【振り返り】 
乗除の入り混じった 3つの式では，除法を逆数を利用して乗法に 
直すことで，「×」のあと⇒分子，「÷」のあと⇒分母として， 
大きな分数の形にして，計算するとよい。 
２．問５，６，練習問題は宿題として指示する。 
 
３．次時の予告 
「次の授業では，『文字を使った説明』について学習します。」 

 
 
 
① 分数にする前に，「―」の個数
から符号の決定をするように，押
さえさせる。 

 
② 解く手順を生徒にまとめさせ，
その流れを確認させながら例題
を説明する。 

 
③ 生徒に視覚的に捉えさせるた
めに，記号化した式変形の図を示
し，押さえさせる。 

 
④ 宿題として問 6 の式の値を求
める際は，既習内容を想起させ，
効率よく求めるように指示する。 
 

 
評価のめやす 
単項式の乗除の混じった計算を

することができる。【知識・技能】 
 

指導のポイント 
 ・解く手順を生徒にまとめさせ，その流れを確認させながら例題を説明する。 
・生徒に視覚的に捉えさせるために，記号化した式変形の図を示し，押さえさせる。 

用意するもの 
 ワークシート  

× 



０７ 

題 材 名  「単項式の乗除の混じった計算」（第７時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎単項式の乗法と除法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した文字式の計算と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ７ ／１１） 

 
 
 
（例 5）⑴ －4xy÷(－3y)×6ｘ  

      ＝
4𝑥𝑥𝑥𝑥×6ｘ

3𝑦𝑦
 

      ＝8ｘ2 

 

 
 

 ⑵ 12a2b÷2a×(－3b) 

＝－12a2b
2a×3b

 

      ＝－2a 
 

 

① 分数にする前に，「―」の個数
から符号の決定をするように，押
さえさせる。 

【めあて】 

単項式の乗除の混じった計算ができるようになろう。 

【振り返り】 
乗除の入り混じった 3 つの式では，除法を逆数を
利用して乗法に直すことで，「×」のあと⇒分子，
「÷」のあと⇒分母として，大きな分数の形にし
て，計算するとよい。 

② 解く手順を生徒にまとめさせ，
その流れを確認させながら例題
を説明する。 

③ 生徒に視覚的に捉えさせ
るために，記号化した式変形
の図を示し，押さえさせる。 



０８ 

題 材 名  「文字式の利用」（第８時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 数量及び数量の関係を帰納や類推によって捉え，それを文字を使って一般

的に説明することの必要性と意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎数の性質などが成り立つことを，数量や数量の関係を捉え，文字式を使

って説明することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いた式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
７
分 
 
 
展
開 
4
0 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
３
分 

「次の順番で数を考えると，どんなことがいえるか考えましょう」 
 Ⅰ）好きな 2 ケタの自然数を考える⇒ ３６ 
 Ⅱ）十の位の数と一の位の数を入れ替える⇒ ６３ 
 Ⅲ）入れ替えた数と元の数をたす⇒９９ 
 Ⅳ）他にも好きな数を考えて同じ計算し，共通の決まりを考える 
   ⇒11 の倍数？！ 
【めあて】 
文字式を利用していろいろな事柄を説明できるようになろう。 
１．2 ケタの自然数と，その数の十の位の数と一の位の数を入れ替
えてできる数との和は，11 の倍数になることを文字を用いて説明さ
せる。 
 
 
 
 
２．以下の⑴～⑶の事柄について決まりを予想させ，文字式を利用
して説明させる。 
⑴ 連続する 3 つの数の和⇒真ん中の数の 3 倍 
⑵ 偶数と奇数の和⇒奇数 
【振り返り】 
事柄で示されている数量や数量の関係を適切に文字で表して式変
形することで，どんな数でもいえる(一般化)ことを説明できる。 
３．次時の予告 
「次の授業では，等式の変形について学習します。」 

① 文字式を用いるよさは， 
Ⅰ）どんな数でもいえる（一般化） 
Ⅱ）事柄の性質に気づきやすい 

ことを確認させる。 
 
 
② 1 年で学習した 

１１の倍数⇒１１（文字式） 

となることを想起させ，その形に式
変形するように注意させる。その
際，（ ）内の文字式が整数より， 
11(文字式)は 11 の倍数という文言
を確実に書くように指示する。 
 
③ 連続する 5 つの和や奇数と奇
数の和のように，条件を少し変え
ることでいろいろな事柄に発展
できることを押える。 
評価のめやす 
数の性質などが成り立つことを，

数量や数量の関係を捉え，文字式

を使って説明することができる。

【思考・判断・表現】 
 

指導のポイント 
 ・文字式を用いるよさは「どんな数でもいえる（一般化）」，「事柄の性質に気づきやすい」ことを押えさせる。 
数学的活動のポイント 
 ・説明し伝え合う活動 
用意するもの 
 ワークシート  

(説明) 2 ケタの自然数を 10a＋ｂとすると， 
十の位の数と一の位の数を入れ替えてできる数は 10b＋aとなる。 
このとき，2 数の和は， 
(10a＋b)＋(10b＋a)＝11a＋11b    

            ＝11(a＋b) 
   a＋bは整数だから，11(a＋b)は 11の倍数である。 
   よって題意がいえる。 



０８ 

題 材 名  「文字式の利用」（第８時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 数量及び数量の関係を帰納や類推によって捉え，それを文字を使って一般

的に説明することの必要性と意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎数の性質などが成り立つことを，数量や数量の関係を捉え，文字式を使

って説明することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いた式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ８ ／１１） 

 
 
 
 
（考えてみよう）2 ケタの自然数 

2 ケタの自然数と，その数の十の位の数と一の位
の数を入れ替えてできる数との和は，11 の倍数にな
ることを文字を用いて説明しなさい。 
 

（やってみよう） 
 次の事柄の決まりを予想し，文字を利用して説明 
しなさい。 
⑴ 連続する 3 つの数の和⇒ 
⑵ 偶数と奇数の和⇒ 

 

 

【めあて】 
文字式を利用していろいろな事柄を説明でき
るようになろう。 

【振り返り】 
事柄で示されている数量や数量の関係を適切に文
字で表して式変形することで，どんな数でもいえ
る(一般化)ことを説明できる。 

(説明) 2 ケタの自然数を 10a＋ｂとすると， 
十の位の数と一の位の数を入れ替えてできる数は 10b＋aとなる。 
このとき，2 数の和は， 
(10a＋b)＋(10b＋a)＝11a＋11b    

            ＝11(a＋b) 
   a＋bは整数だから，11(a＋b)は 11の倍数である。 
   よって題意がいえる。 

① 文字式を用いるよさは， 
Ⅰ）どんな数でもいえる（一般化） 
Ⅱ）事柄の性質に気づきやすい ことを確認させる。 

③ 連続する 5 つの和や奇数と奇数の和のよう
に，条件を少し変えることでいろいろな事柄に
発展できることを押える。 

           （what if not？の発想） 

② 1 年で学習した １１の倍数⇒１１（文字式） 

となることを想起させ，その形に式変形するように注意させ
る。その際，（ ）内の文字式が整数より，11(文字式)は 11 の
倍数という文言を確実に書くように指示する。 



０９ 

題 材 名  「等式の変形」（第９時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎目的に応じて等式を変形することができる。 

②思考・判断・表現力 １年で学習した方程式と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した方程式と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

１．教科書 P.28（ひろげよう）を考えさせ，式を変形する目的を 
 意識させる。 
（ひろげよう）華氏ｆ（°F）と摂氏ｃ（℃）の関係は， 

 ｆ＝９

５
ｃ＋32 という式で表される。 

 Ａ，B２つの都市の気温が 59，68（°F）のとき，この温度はそ
れぞれ何（℃）か。 
【めあて】 目的に応じて等式を変形できるようになろう。 
２．直接代入してｃについて方程式を解くより，予め式をｃについ
て解いてから代入した方がよいことを気づかせる。 

 ｆ＝９

５
ｃ＋32 をｃについて解く（式を変形して左辺をｃだけ） 

 両辺を入れ替えて，９

５
ｃ＋32＝ｆ  

 両辺を 5 倍して，9ｃ＋160＝5ｆ 
 160 を移項して 9c＝5ｆ－160 

 両辺を 9 で割ると，c＝5ｆ－160

9
 

よってこの式にｆ＝59，68 を代入すると， 
       ｃ＝15，20 と求まる。 
３．例３を説明して，ワークシート１，２を解かせる。 
【振り返り】 
等式の変形は，1 年で学習した等式の性質を用いて，左辺を解き
たい文字だけになるように式変形するとよい。 
４．問４，練習問題は宿題として指示する。 
５．次時の予告 
「次の授業では，【章末問題（学びをたしかめよう）】について学習します。」 

① いくつかの華氏の数から摂氏
を求める計算をさせ，式変形の有
用性を認識させる。 

 
 
 
 
 
 
② 1 年で学習した方程式の解き
方を想起させ，cについて解くと
は式を変形して左辺をｃだけに
することと同じ意味であること
を押えさせる。 

 
③ 生徒に教科書の解き方と比較
させ，等式の性質を使う順番によ
って途中式が異なるが最終的に
は同式になることを注意させる。 

 
 
 
 
 
評価のめやす 
目的に応じて等式を変形できる
ようになろう。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・1 年で学習した方程式の解き方を想起させ，c について解くとは，式を変形して左辺をｃだけにするのと 

同じであることを注意させる。 
用意するもの 
 ワークシート  



０９ 

題 材 名  「等式の変形」（第９時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎目的に応じて等式を変形することができる。 

②思考・判断・表現力 １年で学習した方程式と関連付けて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 １年で学習した方程式と関連付けて考えたり，それらの計算をしたりしようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ ９ ／１１） 

 
 
 
（ひろげよう） 

ｆ＝９

５
ｃ＋32 の式にｆの数を代入して解くのは 

少し面倒… ⇒ ｃについて解いてみよう！ 
式を変形して左辺をｃだけに！ 

両辺を入れ替えて，９

５
ｃ＋32＝ｆ  

 両辺を 5 倍して，9ｃ＋160＝5ｆ 
 160 を移項して 9c＝5ｆ－160 

 両辺を 9 で割ると，c＝5ｆ－160

9
 

よってこの式にｆ＝59，68 を代入すると， 
       ｃ＝15，20 と求まる。 

 
（例 3） 

 

① いくつかの華氏の数から摂氏を
求める計算をさせ，式変形の有用
性を認識させる。 

【めあて】 

目的に応じて等式を変形できるようになろう。 

【振り返り】   
等式の変形は，1 年で学習した等式の性質を用い
て，左辺を解きたい文字だけになるように式変形
するとよい。 

③ 生徒に教科書の解き方と比較させ，等式
の性質を使う順番によって途中式が異なる
が最終的には同式になることを注意させ
る。 

 
 

② 1 年で学習した方程式の解き方を想
起させ，c について解くとは式を変形し
て左辺をｃだけにすることと同じ意味
であることを押えさせる。 



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

１０ 

題 材 名  「章末問題（学びをたしかめよう）」（第１０時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，式の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから章全体を振り返り，理解できているか確認しましょう。」 
【めあて】 
1 章で学習したことをきちんと理解できているか確認しよう。 
１．この章で学んだ事柄を想起させ，発表させる。 
 「同類項をまとめる」 
 「多項式の計算」 
 「多項式の乗法・除法」 
 「式の値」 
 「文字を利用した説明」 
 「等式の変形」 
２．章末問題（学びをたしかめよう）をページごとに時間を 

区切って解かせ，生徒に答えを発表させる。 
 （解かせる時間 15 分，答え発表時間 5 分） 
 
 

 
 
 
  
【振り返り】 
1 章で学習したことをきちんと理解できているかどうか確認する
には，問題の式や途中式をきちんと書き，誤答があれば自ら振り
返って改善することが大切である。 
３．解き終わらなかった問題や誤答直しは宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，【章末問題（学びを身につけよう）】について学習します。」 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

 
② 問題演習をする際には，予め丁
寧なノート指導を行っておくと
生徒が問題解決の過程をふり返
って，評価・改善しようとしてい
るかどうか観察しやすくなる。 

【一般的なノート指導例】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ペ
ージ数，大問番号を記入させる。 
誤答があったら，この部分を蛍光
ペン等でチェックさせる。 

・問題式と途中式，を右ではなく， 
下に書くようにさせる。 

・問題文は簡潔に書かせる。 
・答え式にはアンダーラインを定規
で引かせる。 

・行間を詰め過ぎさせない。ある程
度間隔をあけると後から書き込み
やすく，見直ししやすい。 

評価のめやす 
問題解決の過程をふり返って，

評価・改善しようとしている。 
【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・生徒が自分で問題を解けないときは，章末問題の右側を参照して学んだページに戻って，復習してから 

解かせるように指示する。 
用意するもの 
 ワークシート  



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

１０ 

題 材 名  「章末問題（学びをたしかめよう）」（第１０時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，式の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 

 

 

 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ １０ ／１１） 

 
 
 
 
（この章で学んだ事柄） 
 ・同類項をまとめる 
 ・多項式の計算 
 ・多項式の乗法・除法 
 ・式の値 
 ・文字を利用した説明 
 ・等式の変形 
 
（演習問題ノートの書き方） 
 
 
 
 
  
 

【注意】 
・ ノート左端の縦に罫線を引き，ページ数，大問番号を
記入する。誤答があったら，この部分を蛍光ペン等でチ
ェックする。 

・ 問題式と途中式，を右ではなく，下に書く。 
・ 問題文は簡潔に書く。 
・ 答え式にはアンダーラインを定規で引く。 
・ 行間を詰め過ぎない。ある程度間隔をあけると後から

書き込みやすく，見直ししやすい。 
 
 
 
 

 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

【めあて】 

1章で学習したことをきちんと理解できている
か確認しよう。 

【振り返り】 
1 章で学習したことをきちんと理解できているか
どうか確認するには，問題の式や途中式をきちん
と書き，誤答があれば自ら振り返って改善するこ
とが大切である。 

② 問題演習をする際には，予め丁寧なノー
ト指導を行っておくと生徒が問題解決の過
程をふり返って，評価・改善しようとして
いるかどうか観察しやすくなる。 

 



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

１１ 

題 材 名  「章末問題（学びを身につけよう）」（第１１時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，式の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから章全体を振り返り，理解できているか確認しましょう。」 
【めあて】 
1 章で学習したことをきちんと理解できているか確認しよう。 
１．この章で学んだ事柄を想起させ，発表させる。 
 「同類項をまとめる」 
 「多項式の計算」 
 「多項式の乗法・除法」 
 「式の値」 
 「文字を利用した説明」 
 「等式の変形」 
２．章末問題（学びをたしかめよう）をページごとに時間を区切っ

て解かせ，生徒に答えを発表させる。 
 （解かせる時間 15 分，答え発表時間 5 分） 
 
 

 
 
 
  
【振り返り】 
1 章で学習したことをきちんと理解できているかどうか確認する
には，問題の式や途中式をきちんと書き，誤答があれば自ら振り
返って改善することが大切である。 
３．解き終わらなかった問題や誤答直しは宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，連立方程式について学習します。」 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

 
② 問題演習をする際には，予め丁
寧なノート指導を行っておくと
生徒が問題解決の過程をふり返
って，評価・改善しようとしてい
るかどうか観察しやすくなる。 

【一般的なノート指導例】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ペ
ージ数，大問番号を記入させる。 
誤答があったら，この部分を蛍光
ペン等でチェックさせる。 

・問題式と途中式，を右ではなく，
下に書くようにさせる。 

・問題文は簡潔に書かせる。 
・答え式にはアンダーラインを定規
で引かせる。 

・行間を詰め過ぎさせない。ある程
度間隔をあけると後から書き込み
やすく，見直ししやすい。 

評価のめやす 
問題解決の過程をふり返って，

評価・改善しようとしている。 
【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・生徒が自分で問題を解けないときは，章末問題の右側を参照して学んだページに戻って，復習してから 

解かせるように指示する。 
用意するもの 
 ワークシート  



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

１１ 

題 材 名  「章末問題（学びを身につけよう）」（第１１時／全１１時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，式の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

  

 

 

 

 
板 書 例  

  月  日 １ 式の計算 （ １１ ／１１） 

 
 
 
 
（この章で学んだ事柄） 
 ・同類項をまとめる 
 ・多項式の計算 
 ・多項式の乗法・除法 
 ・式の値 
 ・文字を利用した説明 
 ・等式の変形 
 
（演習問題ノートの書き方） 
 
 
 
 
  
 

【注意】 
・ ノート左端の縦に罫線を引き，ページ数，大問番号を
記入する。誤答があったら，この部分を蛍光ペン等でチ
ェックする。 

・ 問題式と途中式，を右ではなく，下に書く。 
・ 問題文は簡潔に書く。 
・ 答え式にはアンダーラインを定規で引く。 
・ 行間を詰め過ぎない。ある程度間隔をあけると後から
書き込みやすく，見直ししやすい。 
 
 
 
 

 
 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

【めあて】 

1章で学習したことをきちんと理解できている
か確認しよう。 

【振り返り】 
1 章で学習したことをきちんと理解できているか
どうか確認するには，問題の式や途中式をきちん
と書き，誤答があれば自ら振り返って改善するこ
とが大切である。 

② 問題演習をする際には，予め丁寧なノー
ト指導を行っておくと生徒が問題解決の過
程をふり返って，評価・改善しようとして
いるかどうか観察しやすくなる。 

 



 ４ｘ＋３ｙ＝36 
ｘ ０ １ ２ 3 4 5 6 … 
ｙ １２ 32／3 28／3 ８ 20／3 16／3 ４ … 

 

・二元一次方程式… 2 つの文字を含む一次方程式のことで， 
解は無数に存在する。  

１２ 

題 材 名  「連立方程式とその解」（第１時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎二元一次方程式と連立方程式の必要性，解の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 ２つの二元一次方程式を成り立たせる文字の値の組を求める方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式の必要性と意味を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「2つの文字を含む方程式について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
二元一次方程式と連立方程式の必要性と解の意味を知ろう。 
１．教科書 P.34，35 の【班の数はいくつ？】を読ませ，式を考えさ
せ，解を求めさせる。 

「点字体験をする 4 人班をｘ班，車いす体験をする 3 人班をｙ班，
クラスの人数が 36 人，このことからどんな式を作れますか。また 
この式を成り立たせる解を求めなさい。」 
 
 
２．二元一次方程式とその解について説明し，ワークシート１を解
かせる。 

 
「点字体験をする班と車いす体験をする班を合わせて１０班にする
ことから，どんな式を作れますか。またこの式を成り立たせる解
を求めなさい。」 

 
 
３．２つの二元一次方程式のどちらも成り立たせる文字の値の組を
生徒にみつけさせ，連立方程式の説明をし，ワークシート２を解
かせる。 
【振り返り】 
二元一次方程式の解は無数に存在する。２つの二元一次方程式 
（連立方程式）でないと問題を解決するための解を求められない。 
４．次時の予告 
「次の授業では，連立方程式の解き方について学習します。」 

 
 
 
① 解とは，等式を成り立たせる値
であることを想起させ，表を埋め
させる。 

 
 
 
 
② 表はｘの値だけ示し，ｙの値を
生徒に求めさせる。 

 
③ 二元一次方程式の解は無数に
存在することを押さえさせ，連立
方程式の必要性につなげさせる。 

 
④ ２つの方程式を同時に満たす
文字の値の組が，連立方程式の解
であることを強調する。 

 
 
評価のめやす 
二元一次方程式と連立方程式の

必要性，解の意味を理解してい

る。【知識・技能】 
 

指導のポイント 
 ・二元一次方程式の解は無数に存在することを押さえさせ，２つの二元一次方程式（連立方程式）でないと 

問題を解決するための解の組を求められないことを気づかせる。 
準備するもの ワークシート 

ｘ＋ｙ＝１０ 
ｘ ０ １ ２ 3 4 5 6 … 
ｙ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ … 

 



④ ２つの方程式を同時に満たす
文字の値の組が，連立方程式の
解であることを強調する。 

 

② 表はｘの値だけ示し，ｙの値
を生徒に求めさせる。 

 ４ｘ＋３ｙ＝36 
ｘ ０ １ ２ 3 4 5 6 … 
ｙ １２ 32／3 28／3 ８ 20／3 16／3 ４ … 

 
・二元一次方程式… 2 つの文字を含む一次方程式のことで， 

解は無数に存在する。  

１２ 

題 材 名  「連立方程式とその解」（第１時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎二元一次方程式と連立方程式の必要性，解の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 ２つの二元一次方程式を成り立たせる文字の値の組を求める方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式の必要性と意味を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （１／１２） 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 ４ｘ＋３ｙ＝36 
 ｘ＋ｙ＝10 
 のように，2 つの方程式を組にしたものを 
 連立方程式という。 
２つの方程式を同時に満たす文字の値の組（６，４） 
が，連立方程式の解である。 

 

【めあて】 

二元一次方程式と連立方程式の必要性と解の

意味を知ろう。 

【振り返り】 
二元一次方程式の解は無数に存在する。２つの二
元一次方程式（連立方程式）でないと問題を解決
するための解を求められない。 

① 解とは，等式を成り立たせる
値であることを想起させ，表を埋
めさせる。 

③ 二元一次方程式の解は無数
に存在することを押さえさせ，
連立方程式の必要性につなげ
させる。 

ｘ＋ｙ＝１０ 
ｘ ０ １ ２ 3 4 5 6 … 
ｙ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ … 

 



１３ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（加減法１）」（第２時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎係数のそろった式で，加減法を用いて連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 加減法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

１．ワークシート１を解かせ，前時内容の復習をさせる。 
「連立方程式の解き方について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
加減法を用いて文字を消去し，連立方程式を解けるようになろう 

 
２．例１を説明し，ワークシート２を解かせる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【振り返り】 
左辺どうし，右辺どうしを，それぞれたすかひくかして， 
1 つの文字を消去すると，後は 1年で学習した方程式の解き方で 
解を求めることができる。 
３．問１～３は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，係数をそろえる加減法について学習します。」 

① ワークシート 1 を解くことで，
前時までのように二元一次方程
式の解を表等で求めて，一致する
解をみつける方法は手間がかか
ることを実感させる。 

 
② 一元一次方程式ならば等式の
性質を用いて解を求めることが
できたことを想起させ，一方の文
字を消去すればいいことに気づ
かせる。 

 
③    A＝B 
   ＋）C＝D 
   A＋C＝B＋D 
 となることを先に押さえさせる。 
 
④ 一方の解が求まったら，もう一
方の解は元の式のどちらかに代
入して求めるとよいことを気づ
かせる。 

 

評価のめやす 
係数のそろった式で，加減法を
用いて連立方程式を解くことが
できる。【知識・技能】 

指導のポイント 
 ・一元一次方程式ならば等式の性質を用いて解を求めることができたことを想起させ，一方の文字を消去 
  すればいいことに気づかせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

 

2ｘ＋ｙ＝7 …①       

5ｘ－ｙ＝14 …② 

①＋②をすると， 

2ｘ＋ｙ＝7  

＋）5ｘ－ｙ＝14 

  7ｘ  ＝21 

      ｘ＝3 

ｘ＝3 を①の式に代入すると， 

2×3＋y＝7 

   y＝1 

よって，(x，y)＝(3，1) 

加減法…左辺どうし，右辺どうしを，それぞれ 

    たすかひくかして，１つの文字を消去する方法 



１３ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（加減法１）」（第２時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎係数のそろった式で，加減法を用いて連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 加減法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （２／１２） 

 
 
 
 
 

 

 

【めあて】 

加減法を用いて文字を消去し，連立方程式を解
けるようになろう。 

【振り返り】 
左辺どうし，右辺どうしを，それぞれたすかひく
かして，1つの文字を消去すると，後は 1年で学習
した方程式の解き方で解を求めることができる。 

① ワークシート 1 を解くことで，前時ま
でのように二元一次方程式の解を表等で
求めて，一致する解をみつける方法は手
間がかかることを実感させる。 

 

② 一元一次方程式ならば等式の性質を
用いて解を求めることができたことを
想起させ，一方の文字を消去すればいい
ことに気づかせる。 

④ 一方の解が求まったら，もう
一方の解は元の式のどちらか
に代入して求めるとよいこと
を気づかせる。 

 ③    A＝B 
   ＋）C＝D 
   A＋C＝B＋D 
 となることを先に押さえさせる。 

 

2ｘ＋ｙ＝7 …①       

5ｘ－ｙ＝14 …② 

①＋②をすると， 

2ｘ＋ｙ＝7  

＋）5ｘ－ｙ＝14 

  7ｘ  ＝21 

      ｘ＝3 

ｘ＝3 を①の式に代入すると， 

2×3＋y＝7 

   y＝1 

よって，(x，y)＝(3，1) 



ｘ＋2ｙ＝4 …①       

2ｘ＋3ｙ＝5 …② 

①×２－②をすると， 

2ｘ＋4ｙ＝8  

－）2ｘ＋3ｙ＝5 

      y＝3 

y＝3 を①の式に代入すると， 

x＋2×3＝4 

   x＝－2 

よって，(x，y)＝(－2，3) 

１４ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（加減法２）」（第３時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一方の式の両辺を何倍かして係数をそろえ，加減法を用いて連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 加減法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「加減法を用いた解き方についてさらに深めていきましょう。」 
【めあて】 
いろいろな係数でも加減法を用いて連立方程式を解くことができ
るようになろう。 
「まずは前回の復習から始めましょう。」 
１．ワークシート１を解かせ前時内容の復習をさせる。 
２．例２を説明し，ワークシート２を解かせる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【振り返り】 
一方の式の両辺を何倍かして係数をそろえたら，あとは加減法を
用いて連立方程式を解くことができる。 
３．問４は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，さらに加減法について深めていきます。」 

① ワークシート１を解かせ，前時
までに学習した加減法について
想起させる。 

 
 
 
② この式のまま，たすかひくかし
ても文字を消去できないことに
注意させ，生徒に解決策を考えさ
せる。 

  
③ 式①の両辺を 2 倍することで
ｘの係数がそろい，ひくことで消
去できる見通しをもたせて，生徒
に解かせる。 

 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
一方の式の両辺を何倍かして係
数をそろえ，加減法を用いて連
立方程式を解くことができる。 
【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・見通しをもたせて，生徒に解かせるようにする。 
  （例２ならば，式①の両辺を 2 倍することでｘの係数がそろい，ひくことで消去できる。） 
用意するもの 
 ワークシート  



１４ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（加減法２）」（第３時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一方の式の両辺を何倍かして係数をそろえ，加減法を用いて連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 加減法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （３／１２） 

 
 
 
 
ワークシート１ 
 
 
 
例題 2 
 

 
 
 

 

【めあて】 

いろいろな係数でも加減法を用いて連立方程
式を解くことができるようになろう。 

【振り返り】 
一方の式の両辺を何倍かして係数をそろえたら，
あとは加減法を用いて連立方程式を解くことがで
きる。 

③ 式①の両辺を2倍することで
ｘの係数がそろい，ひくことで
消去できる見通しをもたせて，
生徒に解かせる。 

② この式のまま，たすかひくかし
ても文字を消去できないことに
注意させ，生徒に解決策を考えさ
せる。 

①  ワークシート１を解か
せ，前時までに学習した加
減法について想起させる。 

y＝3 を①の式に代入すると， 

x＋2×3＝4 

   x＝－2 

よって，(x，y)＝(－2，3) 

ｘ＋2ｙ＝4 …①       

2ｘ＋3ｙ＝5 …② 

①×２－②をすると， 

2ｘ＋4ｙ＝8  

－）2ｘ＋3ｙ＝5 

      y＝3 



１５ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（加減法３）」（第４時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎それぞれの式の両辺を何倍かして係数をそろえ，加減法で連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 加減法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「加減法を用いた解き方についてさらに深めていきましょう。」 
【めあて】 
いろいろな係数でも加減法を用いて連立方程式を解くことができ
るようになろう。 
「まずは前回の復習から始めましょう。」 
１．ワークシート１を解かせ前時内容の復習をさせる。 
２．例題１を説明し，ワークシート２を解かせる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【振り返り】 
それぞれの式の両辺を何倍かして係数をそろえたら，あとは加減
法を用いて連立方程式を解くことができる。 
３．問５は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，代入法について学習していきます。」 

① ワークシート１を解かせ，前時
までに学習した加減法について
想起させる。 

 
 
 
② この式のまま，たすかひくかし
ても文字を消去できないことに
注意させ，生徒に解決策を考えさ
せる。 

  
③ この指導案では，ｙを消去する
ために，式①を 5 倍，式②を 4
倍した解き方を示した。教科書で
はｘを消去する方法で解いてい
る。 

  このように，どちらの文字を消
去してもよいので，生徒に見通し
をもたせて解くように指導する。 

 
 
評価のめやす 
それぞれの式の両辺を何倍かし
て係数をそろえ，加減法を用い
て連立方程式を解くことができ
る。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・見通しをもたせて，生徒に解かせるようにする。 
  （例題１ならば，それぞれの式の両辺を何倍かしてどちらかの文字の係数をそろえ，消去するとよい。） 
用意するもの 
 ワークシート  

3ｘ＋4ｙ＝5 …①       

4ｘ＋5ｙ＝6 …② 

①×5－②×4 をすると， 

15ｘ＋20ｙ＝25  

－）16ｘ＋20ｙ＝24 

  －x＝1 

   x＝－1 

x＝－１を①の式に代入すると， 

3×(－1)＋4y＝5 

   4y＝8 

    y＝2 

よって，(x，y)＝(－1，2) 



１５ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（加減法３）」（第４時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎それぞれの式の両辺を何倍かして係数をそろえ，加減法で連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 加減法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （４／１２） 

 
 
 
 
ワークシート１ 
 
例題１ 

 

 
 
 

 

3ｘ＋4ｙ＝5 …①       

4ｘ＋5ｙ＝6 …② 

①×5－②×4 をすると， 

15ｘ＋20ｙ＝25  

－）16ｘ＋20ｙ＝24 

  －x＝1 

   x＝－1 

【めあて】 

いろいろな係数でも加減法を用いて連立方程
式を解くことができるようになろう。 

【振り返り】 
それぞれの式の両辺を何倍かして係数をそろえた
ら，あとは加減法を用いて連立方程式を解くこと
ができる。 

③ この指導案では，ｙを消去するために，式
①を 5 倍，式②を 4 倍した解き方を示した。
教科書ではｘを消去する方法で解いている。 
このように，どちらの文字を消去してもよい
ので，生徒に見通しをもたせて解くように指
導する。 

② この式のまま，たすかひくかして
も文字を消去できないことに注意さ
せ，生徒に解決策を考えさせる。 

①  ワークシート１を解か
せ，前時までに学習した加
減法について想起させる。 

x＝－１を①の式に代入すると， 

3×(－1)＋4y＝5 

   4y＝8 

    y＝2 

よって，(x，y)＝(－1，2) 



１６ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（代入法）」（第５時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎代入法を用いて連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「加減法とは異なる解き方について学習していきましょう。」 
【めあて】 
代入法を用いて連立方程式を解くことができるようになろう。 
「まずは前回の復習から始めましょう。」 
１．ワークシート１を解かせ前時内容の復習をさせる。 
２．例３を説明し，ワークシート２を解かせる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代入法…式の代入によって１つの文字を消去する方法 

３．例題２を加減法と代入法のそれぞれで解かせ，解説する。 
  
【振り返り】 
加減法で解いてきた式も，どちらかの式の文字を移項して， 
ｙ＝式（またはｘ＝式）の形をつくることで，代入法で解ける。 
４．問６，７は宿題として指示する。 
５．次時の予告 
「次の授業では，いろいろな連立方程式について学習していきます。」 

① ワークシート１を解かせ，前時
までに学習した加減法について
想起させる。 

 
 
② 文字を消去して一元一次方程
式をつくるために， 

 Ⅰ）式をたしたりひいたり 
 Ⅱ）式を代入したり 
   することを押さえさせる。 
 
 
 
 
 
 
③ 加減法で解いてきた式も，どち
らかの式の文字を移項して， 
ｙ＝式（またはｘ＝式）の形をつ
くることで，代入法でも解けるこ
とを押さえさせる。 
 
 
評価のめやす 
代入法を用いて連立方程式を解
くことができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・文字を消去して一元一次方程式をつくるために，Ⅰ）式をたしたりひいたり，Ⅱ）式を代入したり 
  することを押さえさせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

ｙ＝ｘ－2   …①       

5ｘ＋3ｙ＝18 …② 

②の式に①の式を代入すると， 

5x＋3(x－2)＝18 

5x＋3x－6＝18 

 8x＝24 

  x＝3 

x＝3 を①の式に代入すると， 

y＝3－2 

y＝1 

よって，(x，y)＝(3，1) 



１６ 

題 材 名  「連立方程式の解き方（代入法）」（第５時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎代入法を用いて連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （５／１２） 

 
 
 
 
ワークシート１ 
 
例３ 
 

 
代入法…式の代入によって１つの文字を消去する方法 

 
例題２ 加減法，代入法 それぞれで解こう！ 
 
 
 
 
 
 

 

【めあて】 

代入法を用いて連立方程式を解くことができ
るようになろう。 

【振り返り】 
加減法で解いてきた式も，どちらかの式の文字を
移項して，ｙ＝式（またはｘ＝式）の形をつくる
ことで，代入法で解ける。 

② 文字を消去して一元一次方程式をつくるために， 
 Ⅰ）式をたしたりひいたり（加減法）することを押さえさせる。 
 Ⅱ）式を代入したり（代入法）することを押さえさせる。 

① ワークシート１を
解かせ，前時までに
学習した加減法につ
いて想起させる。 

③ 加減法で解いてきた式も，ど
ちらかの式の文字を移項して， 
ｙ＝式（またはｘ＝式）の形を
つくることで，代入法でも解け
ることを押さえさせる。 ｙ＝ｘ－2   …①       

5ｘ＋3ｙ＝18 …② 

②の式に①の式を代入すると， 

5x＋3(x－2)＝18 

5x＋3x－6＝18 

 8x＝24 

  x＝3 

x＝3 を①の式に代入すると， 

y＝3－2 

y＝1 

よって，(x，y)＝(3，1) 



１７ 

題 材 名  「いろいろな連立方程式の解き方（係数が整数でない連立方程式）」（第６時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎係数が整数でない連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 式変形して加減法や代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「係数が整数でない連立方程式の解き方を考えていきましょう。」 
【めあて】 
係数が整数でない連立方程式について解けるようになろう。 
「まずは前時までの復習から始めましょう。」 
１．ワークシート１（復習）を解かせ，前時まで学習を想起させる。 
 
２．例題３，４を説明し，ワークシート２，３を解かせる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【振り返り】 
係数が整数でない二元一次方程式は 
・（ ）がある式→分配法則で（ ）を外し，同類項をまとめ 
・係数が小数である式→両辺を 10 倍または 100 倍して整数に 
・係数が分数である式→分母の最小公倍数を両辺にかけ整数に 
変形して，あとは加減法か代入法で解く。 
３．問８，９，【話し合おう】は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，A＝B＝C の連立方程式について学習します。」 

 
 
① ワークシート１を解かせ，前時
までに学習した加減法，代入法に
ついて想起させる。 

 
② 係数が整数でない二元一次方
程式は 

・（ ）がある式 
→分配法則で（ ）を外し，同類
項をまとめる。 

・係数が小数である式 
→両辺を 10倍または 100倍して
整数にする。 

・係数が分数である式 
→分母の最小公倍数を両辺にか
けて整数にする。 

あとは加減法か代入法で解くと
よいことを押さえさせる。 

 
評価のめやす 
係数が整数でない連立方程式を
解くことができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・それぞれの式変形のポイントをまとめさせ，最終的には加減法（または代入法）の型にするとよいことを 

押さえさせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

4x－ｙ＝13    …①       

2ｘ－3(1－y)＝0 …② 

②の式の（ ）を外し整理すると 

2x－3＋3y＝0 

2x＋3y＝3    …②´ 

①－②´×2 をすると 

4x－ y＝13 

－）4x＋6y＝6 

   －7y＝7 

    y＝－1 

y＝－1を①の式に代入すると， 

4x－(－1)＝13 

    4x＝12 

     x＝3 

よって，(x，y)＝(3，－1) 

x＝2y＋5 …①       
𝑥𝑥
3
－y

2
＝2 …② 

②の式の両辺を 6 倍すると， 

2x－3y＝12 …②´ 

②´の式に①の式を代入すると 

2(2y＋5)－3y＝12 

4y＋10－3y＝12 

y＝2 

y＝2 を①の式に代入すると， 

x＝2×2＋5 

x＝9 

よって，(x，y)＝(9，2) 



① ワークシート１を解かせ，前
時までに学習した加減法，代入
法について想起させる。 

１７ 

題 材 名  「いろいろな連立方程式の解き方（係数が整数でない式）」（第６時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎係数が整数でなかったりする連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 式変形して加減法や代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （６／１２） 

 
 
 
 
１ ワークシート 1 解説 
２ 例題３，４ 

 

 

【めあて】 

係数が整数でない連立方程式について解ける
ようになろう。 

【振り返り】 
係数が整数でない二元一次方程式は 

・（ ）がある式 

→分配法則で（ ）を外し，同類項をまとめ 

・係数が小数である式 

→両辺を 10 倍または 100 倍して整数に 

・係数が分数である式 

→分母の最小公倍数を両辺にかけ整数に 
変形して，あとは加減法か代入法で解く。 

4x－ｙ＝13    …①       

2ｘ－3(1－y)＝0 …② 

②の式の（ ）を外し整理すると 

2x－3＋3y＝0 

2x＋3y＝3    …②´ 

①－②´×2 をすると 

4x－ y＝13 

－）4x＋6y＝6 

   －7y＝7 

    y＝－1 

y＝－1を①の式に代入すると， 

4x－(－1)＝13 

    4x＝12 

     x＝3 

よって，(x，y)＝(3，－1) 

x＝2y＋5 …①       
𝑥𝑥
3
－y

2
＝2 …② 

②の式の両辺を 6 倍すると， 

2x－3y＝12 …②´ 

②´の式に①の式を代入すると 

2(2y＋5)－3y＝12 

4y＋10－3y＝12 

y＝2 

y＝2 を①の式に代入すると， 

x＝2×2＋5 

x＝9 

よって，(x，y)＝(9，2) 

② それぞれの式変形のポイントをまとめさ
せ，最終的には加減法（または代入法）の型
にするとよいことを確実に押さえさせる。 



x＝11 を①の式に代入すると， 

11＋y＝25 

y＝14 

よって，(x，y)＝(11，14) 

 

x＋y＝3x－2y＋20＝25 を変形すると 

x＋ｙ＝25  …①       

3ｘ－2y＝5 …② 

①×2＋②をすると 

2x＋2 y＝50 

＋）3x－2y＝5 

    5x＝55 

     x＝11 

１８ 

題 材 名  「いろいろな連立方程式の解き方（A＝B＝Cの式）」（第７時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎A＝B＝Cの形の方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 式変形して加減法や代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「A＝B＝C の形の方程式について考えていきましょう。」 
【めあて】 
A＝B＝Cの形の方程式を解くことができるようになろう。 
１．A＝B＝Cの変形を説明して，例題５を解かせ解説する。 

A＝B＝Cの形は 

A＝B   A＝B   A＝C 

A＝C ， B＝C ， B＝C のいずれかの形で考えるとよい。 
（例題５） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ワークシートを解かせる。  
【振り返り】 
A＝B＝Cの形の方程式は 

A＝B   A＝B   A＝C 

A＝C ， B＝C ， B＝C  のいずれかの組み合わせを 

つくり，連立方程式で解くとよい。ただし，組み合わせの仕方で

難易度が変わってくる。 
３．問 10，練習問題は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，連立方程式の利用について学習します。」 

 
 
 
① 先にA＝B＝Cの変形を説明し  
 てから，生徒に問題を解かせる。 
 
② A＝B＝Cの変形は， 
 A＝B，A＝C，B＝C の 3 種類し
かなく，その中から２つを選ぶ組
み合わせは 3 通りとなることを
順序立てて指導する。 

 
③ A＝B＝C の形を変形する連立
方程式は，組み合わせによって解
きやすさが違うことを押さえさ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
A＝B＝C の形の方程式を解くこ
とができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・A＝B＝Cの形を変形する連立方程式は，組み合わせによって解きやすさが違うことを理解させる。 
用意するもの 
 ワークシート  
 



x＋y＝3x－2y＋20＝25 を変形すると 

x＋ｙ＝25  …①       

3ｘ－2y＝5 …② 

①×2＋②をすると 

2x＋2 y＝50 

＋）3x－2y＝5 

    5x＝55 

     x＝11 

x＝11 を①の式に代入すると， 

11＋y＝25 

y＝14 

よって，(x，y)＝(11，14) 

 

１８ 

題 材 名  「いろいろな連立方程式の解き方（A＝B＝Cの式）」（第７時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎A＝B＝Cの形の方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 1 年で学習した内容と関連付けて，解く方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 式変形して加減法や代入法による連立方程式の解き方を考えようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （７／１２） 

 
 
 
 
A＝B＝Cの形は 

A＝B   A＝B   A＝C 

A＝C ， B＝C ， B＝C  

（例題 5） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
A＝B＝Cの形の方程式は 

A＝B   A＝B   A＝C 

A＝C ， B＝C ，   B＝C  

のいずれかの組み合わせをつくり，連立方程式で解く

とよい。ただし，組み合わせの仕方で難易度が変わっ

てくる。 

 

【めあて】 

A＝B＝Cの形の方程式を解くことができるよう

になろう。 

③ A＝B＝C の形を変形する連立
方程式は，組み合わせによって解
きやすさが違うことを押さえさせ
る。 

 

② A＝B＝Cの変形は， 
 A＝B，A＝C，B＝C の 3 種類し
かなく，その中から２つを選ぶ組
み合わせは3通りとなることを順
序立てて指導する。 

 
 

 
 

① 先に A＝B＝C の変形を説明し
てから，生徒に問題を解かせる。 A

 
 



１９ 

題 材 名  「連立方程式の利用（得点とシュート本数）」（第８時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式を活用して，問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「連立方程式の利用について学習していきましょう。」 
【めあて】 

連立方程式を用いて，問題を解決する方法について理解し，求め
た解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表
現できるようになろう。 
１．生徒に教科書 P．48，49 を読ませ，問題場面を把握させる。 
２．「方程式を使って問題を解く手順」を復習させ，その手順に従っ  
 て問題を解決させる。 
３．個人解決からペア，グループへと形態を変えさせ，求めた解や
解決の方法が適切であるかどうかを考察させ，議論させる。 
４．ある班に解決方法を発表させ，全体で共有させる。 
 
 
 
 
 
 
 

５．問２は宿題として指示する。 
６．次時の予告 
「次の授業では，連立方程式の利用をさらに深めていきます。」 

【振り返り】 
連立方程式を用いて問題を解くには，「方程式を使って問題を解く
手順」に従って問題を考えるとよい。 

① 生徒に問題を把握させたら， 
 1年で学習した「方程式を使って
問題を解く手順」を想起させる。 

 
 
「方程式を使って問題を解く手順」 
Ⅰ）問題の中の数量に着目（単位が 
ついた数にアンダーライン）し 
て，表，線分図などを用いて数量 
の関係をみつける。 

Ⅱ）まだわかっていない数量（求め
たい数量の場合がほとんど）のう
ち，適当なものを文字で表して，
方程式をつくり解く。 

Ⅲ）方程式の解が問題にあっている
かどうかを調べて（解の吟味），
答えを書く。 

 

評価のめやす 
連立方程式を活用して，問題を

解決する方法について理解し，

求めた解や解決の方法を振り返

って，適切であるかどうかを考

察し表現できる。 
【知識・技能】 
【思考・判断・表現力】 

指導のポイント 
 ・問題を把握させたら，1 年で学んだ「方程式を使って問題を解く手順」を想起させ，その順序に従って問題

を解決するように指導する。 
数学的活動のポイント 
 ・ペアやグループで求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現させる。 
用意するもの   
ワークシート  

2 点シュートを x 本，3点シュートを y 本入れたとすると 

x＋ｙ＝8   …①       

2ｘ＋3y＝19 …② 

①×2－②をすると 

2x＋2 y＝16 

－）2x＋3y＝19 

    －y＝－3 

     y＝3 

y＝3 を①の式に代入すると， 

x＋3＝8 

x＝5 

よって，(x，y)＝(5，3) 

この解は問題にあっているといえる。 

（答え）2 点シュート 5 本，3 点シュート 3 本 



１９ 

題 材 名  「連立方程式の利用（得点とシュート本数）」（第８時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式を活用して，問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （８／１２） 

 
 
 
 
 
 
教科書 P．47，48 「シュートのうちわけは？」 
 

（思い出そう）「方程式を使って問題を解く手順」 

Ⅰ）問題の中の数量に着目（単位がついた数にアン
ダーライン）して，表，線分図などを用いて数量 

の関係をみつける。 
Ⅱ）まだわかっていない数量（求めたい数量の場合
がほとんど）のうち，適当なものを文字で表して，
方程式をつくり解く。 

Ⅲ）方程式の解が問題にあっているかどうかを調べ
て（解の吟味），答えを書く。 

 

 
（みんなで協力して解決しよう） 

 

 

【めあて】 

連立方程式を用いて，問題を解決する方法につ
いて理解し，求めた解や解決の方法を振り返っ
て，適切であるかどうかを考察し表現できるよ
うになろう。 

【振り返り】 
連立方程式を用いて問題を解くには，「方程式を使
って問題を解く手順」に従って問題を考えるとよ
い。みんなと意見交換をすることも気づきにつな
がり，大切といえる。 

① 生徒に問題を把握させたら，1 年で学習した
「方程式を使って問題を解く手順」を想起さ
せ，その手順にしたがって問題を解決させる。 

2 点シュートを x 本，3点シュートを y 本入れたとすると 

x＋ｙ＝8   …①       

2ｘ＋3y＝19 …② 

①×2－②をすると 

2x＋2 y＝16 

－）2x＋3y＝19 

    －y＝－3 

     y＝3 

y＝3 を①の式に代入すると， 

x＋3＝8 

x＝5 

よって，(x，y)＝(5，3) 

この解は問題にあっているといえる。 

（答え）2 点シュート 5 本，3 点シュート 3 本 



y＝85 を①の式に代入すると， 

x＋85＝165 

x＝80 

よって，(x，y)＝(80，85) 

この解は問題にあっているといえる。 

（答え）2 年生男子 80人，女子 85 人 

２０ 

題 材 名  「連立方程式の利用（割合）」（第９時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式を活用して，問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「連立方程式の利用について，さらに深めていきましょう。」 
【めあて】 

連立方程式を用いて，問題を解決する方法について理解し，求め
た解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表
現できるようになろう。 
１．生徒に教科書 P．51の例題 2 を読ませ，問題場面を把握させる。 
２．「方程式を使って問題を解く手順」を復習させ，その手順に従っ  
 て問題を解決させる。 
３．個人解決からペア，グループへと形態を変えさせ，求めた解や
解決の方法が適切であるかどうかを考察させ，議論させる。 

４．ある班に解決方法を発表させ，全体で共有させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
連立方程式を用いて問題を解くには，「方程式を使って問題を解く
手順」に従って問題を考えるとよい。 
５．問３宿題として指示する。 
６．次時の予告 
「次の授業では，連立方程式の利用をさらに深めていきます。」 

① 生徒に問題を把握させたら， 
 1年で学習した「方程式を使って
問題を解く手順」を想起させる。 

 
 
「方程式を使って問題を解く手順」 
Ⅰ）問題の中の数量に着目（単位が 
ついた数にアンダーライン）し 
て，表，線分図などを用いて数量 
の関係をみつける。 

Ⅱ）まだわかっていない数量（求め
たい数量の場合がほとんど）のう
ち，適当なものを文字で表して，
方程式をつくり解く。 

Ⅲ）方程式の解が問題にあっている
かどうかを調べて（解の吟味），

答えを書く。 
 

評価のめやす 
連立方程式を活用して，問題を

解決する方法について理解し，

求めた解や解決の方法を振り返

って，適切であるかどうかを考

察し表現できる。 
【知識・技能】 
【思考・判断・表現力】 

指導のポイント 
 ・問題を把握させたら，1 年で学んだ「方程式を使って問題を解く手順」を想起させ，その順序に従って問題

を解決するように指導する。 
数学的活動のポイント 
 ・ペアやグループで求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現させる。 
用意するもの   
ワークシート  

2 年生の男子を x 人，女子を y 人とすると 

x＋ｙ＝165    …①       

0.5ｘ＋0.6y＝91 …② 

②の式の両辺を 10 倍すると， 

5x＋6y＝910 …②′ 

②′－①×5 をすると 

5x＋6 y＝910 

－）5x＋5y＝825 

     y＝85  



y＝85 を①の式に代入すると， 

x＋85＝165 

x＝80 

よって，(x，y)＝(80，85) 

この解は問題にあっているといえる。 

（答え）2 年生男子 80人，女子 85 人 

２０ 

題 材 名  「連立方程式の利用（割合）」（第９時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式を活用して，問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （９／１２） 

 
 
 
 
 
教科書 P．51 例題２「割合の問題」 
 

（思い出そう）「方程式を使って問題を解く手順」 

Ⅰ）問題の中の数量に着目（単位がついた数にアン
ダーライン）して，表，線分図などを用いて数量 

の関係をみつける。 
Ⅱ）まだわかっていない数量（求めたい数量の場合
がほとんど）のうち，適当なものを文字で表して，
方程式をつくり解く。 

Ⅲ）方程式の解が問題にあっているかどうかを調べ
て（解の吟味），答えを書く。 

 

 
（みんなで協力して解決しよう） 

 

 

【めあて】連立方程式を用いて，問題を解決す
る方法について理解し，求めた解や解決の方法
を振り返って，適切であるかどうかを考察し表
現できるようになろう。 

【振り返り】 
連立方程式を用いて問題を解くには，「方程式を使
って問題を解く手順」に従って問題を考えるとよ
い。みんなと意見交換をすることも気づきにつな
がり，大切といえる。 

① 生徒に問題を把握させたら，1 年で学習し
た「方程式を使って問題を解く手順」を想起さ
せ，その手順にしたがって問題を解決させる。 

2 年生の男子を x 人，女子を y 人とすると 

x＋ｙ＝165    …①       

0.5ｘ＋0.6y＝91 …② 

②の式の両辺を 10 倍すると， 

5x＋6y＝910 …②′ 

②′－①×5 をすると 

5x＋6 y＝910 

－）5x＋5y＝825 

     y＝85  



２１ 

題 材 名  「連立方程式の利用（時間・速さ・道のり）」（第１０時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式を活用して，問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「連立方程式の利用について，さらに深めていきましょう。」 
【めあて】 

連立方程式を用いて，問題を解決する方法について理解し，求め
た解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表
現できるようになろう。 
１．生徒に教科書 P．52の例題 3 を読ませ，問題場面を把握させる。 
２．「方程式を使って問題を解く手順」を復習させ，その手順に従っ  
 て問題を解決させる。 
３．個人解決からペア，グループへと形態を変えさせ，求めた解や
解決の方法が適切であるかどうかを考察させ，議論させる。 

４．ある班に解決方法を発表させ，全体で共有させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．問 4と練習問題を宿題として指示する。 
６．次時の予告 
「次の授業では，章末問題を解き，2章のまとめをしていきます。」 

【振り返り】 
連立方程式を用いて問題を解くには，「方程式を使って問題を解
く手順」に従って問題を考えるとよい。 

① 生徒に問題を把握させたら， 
 1年で学習した「方程式を使って
問題を解く手順」を想起させる。 

 
「方程式を使って問題を解く手順」 
Ⅰ）問題の中の数量に着目（単位が 
ついた数にアンダーライン）し 
て，表，線分図などを用いて数量 
の関係をみつける。 

Ⅱ）まだわかっていない数量（求め
たい数量の場合がほとんど）のう
ち，適当なものを文字で表して，
方程式をつくり解く。 

Ⅲ）方程式の解が問題にあっている
かどうかを調べて（解の吟味），
答えを書く。 

 

評価のめやす 
連立方程式を活用して，問題を

解決する方法について理解し，

求めた解や解決の方法を振り返

って，適切であるかどうかを考

察し表現できる。 
【知識・技能】 
【思考・判断・表現力】 

指導のポイント 
 ・問題を把握させたら，1 年で学んだ「方程式を使って問題を解く手順」を想起させ，その順序に従って問題

を解決するように指導する。 
数学的活動のポイント 
 ・ペアやグループで求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現させる。 
用意するもの   
ワークシート  

x＝40 を①の式に代入すると， 

40＋y＝50 

y＝10 

よって，(x，y)＝(40，10) 

この解は問題にあっているといえる。 

（答え）自転車で進んだ道のり 40 ㎞，走った道のり 10㎞ 



２１ 

題 材 名  「連立方程式の利用（時間・速さ・道のり）」（第１０時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式を活用して，問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ２ 連立方程式 （１０／１２） 

 
 
 
 
 
 
教科書 P．52 例題 3「時間・速さ・道のりの問題」 
 

（思い出そう）「方程式を使って問題を解く手順」 

Ⅰ）問題の中の数量に着目（単位がついた数にアン
ダーライン）して，表，線分図などを用いて数量 

の関係をみつける。 
Ⅱ）まだわかっていない数量（求めたい数量の場合
がほとんど）のうち，適当なものを文字で表して，
方程式をつくり解く。 

Ⅲ）方程式の解が問題にあっているかどうかを調べ
て（解の吟味），答えを書く。 

 

 
（みんなで協力して解決しよう） 

 

 

【めあて】 

連立方程式を用いて，問題を解決する方法につ
いて理解し，求めた解や解決の方法を振り返っ
て，適切であるかどうかを考察し表現できるよ
うになろう。 

【振り返り】 
連立方程式を用いて問題を解くには，「方程式を使
って問題を解く手順」に従って問題を考えるとよ
い。みんなと意見交換をすることも気づきにつな
がり，大切といえる。 

① 生徒に問題を把握させたら，1 年で学習した
「方程式を使って問題を解く手順」を想起させ，
その手順にしたがって問題を解決させる。 

x＝40 を①の式に代入すると， 

40＋y＝50 

y＝10 

よって，(x，y)＝(40，10) 

この解は問題にあっているといえる。 

（答え）自転車で進んだ道のり 40 ㎞，走った道のり 10㎞ 



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

２２ 

題 材 名  「章末問題（学びをたしかめよう）」（第１１時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから章全体を振り返り，理解できているか確認しましょう。」 
【めあて】 
２章で学習したことをきちんと理解できているか確認しよう。 
１．この章で学んだ事柄を想起させ，発表させる。 
 「二元一次方程式と連立方程式の解」 
 「連立方程式の解き方（加減法）」 
 「連立方程式の解き方（代入法）」 
 「いろいろな連立方程式の解き方」 
 「連立方程式の利用」 
  
２．章末問題（学びをたしかめよう）をページごとに時間を 

区切って解かせ，生徒に答えを発表させる。 
 （解かせる時間 15 分，答え発表時間 5 分） 
 
 

 
 
 
  
【振り返り】 
２章で学習したことをきちんと理解できているかどうか確認する
には，問題の式や途中式をきちんと書き，誤答があれば自ら振り
返って改善することが大切である。 
３．解き終わらなかった問題や誤答直しは宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，【章末問題（学びを身につけよう）】について学習します。」 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学
んだことの想起には時間をか
け過ぎないようにする。 

 
② 問題演習をする際には，予め丁
寧なノート指導を行っておくと
生徒が問題解決の過程をふり返
って，評価・改善しようとしてい
るかどうか観察しやすくなる。 

【一般的なノート指導例】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ペー
ジ数，大問番号を記入させる。 
誤答があったら，この部分を蛍光
ペン等でチェックさせる。 

・問題式と途中式，を右ではなく，下
に書くようにさせる。 

・問題文は簡潔に書かせる。 
・答え式にはアンダーラインを定規
で引かせる。 

・行間を詰め過ぎさせない。ある程度
間隔をあけると後から書き込みや
すく，見直ししやすい。 

評価のめやす 
問題解決の過程をふり返って，

評価・改善しようとしている。 
【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・生徒が自分で問題を解けないときは，章末問題の右側を参照して学んだページに戻って，復習してから 

解かせるように指示する。 
用意するもの 
 ワークシート  



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

２２ 

題 材 名  「章末問題（学びをたしかめよう）」（第１１時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 

 

 

 

 
板 書 例  

  月  日 １ 連立方程式 （ １１ ／１２） 

 
 
 
 
（この章で学んだ事柄） 
 ・二元一次方程式と連立方程式の解 
 ・連立方程式の解き方（加減法） 
 ・連立方程式の解き方（代入法） 
 ・いろいろな連立方程式の解き方 
 ・連立方程式の利用 
 
 
（演習問題ノートの書き方） 
 
 
 
 
  
 

【注意】 
・ ノート左端の縦に罫線を引き，ページ数，大問番号を
記入する。誤答があったら，この部分を蛍光ペン等でチ
ェックする。 

・ 問題式と途中式，を右ではなく，下に書く。 
・ 問題文は簡潔に書く。 
・ 答え式にはアンダーラインを定規で引く。 
・ 行間を詰め過ぎない。ある程度間隔をあけると後から
書き込みやすく，見直ししやすい。 
 
 
 
 

 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

【めあて】 

２章で学習したことをきちんと理解できてい
るか確認しよう。 

【振り返り】 
２章で学習したことをきちんと理解できているか
どうか確認するには，問題の式や途中式をきちん
と書き，誤答があれば自ら振り返って改善するこ
とが大切である。 

② 問題演習をする際には，予め丁寧なノー
ト指導を行っておくと生徒が問題解決の過
程をふり返って，評価・改善しようとして
いるかどうか観察しやすくなる。 

 



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

２３ 

題 材 名  「章末問題（学びを身につけよう）」（第１２時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから章全体を振り返り，理解できているか確認しましょう。」 
【めあて】 
２章で学習したことをきちんと理解できているか確認しよう。 
１．この章で学んだ事柄を想起させ，発表させる。 
 「二元一次方程式と連立方程式の解」 
 「連立方程式の解き方（加減法）」 
 「連立方程式の解き方（代入法）」 
 「いろいろな連立方程式の解き方」 
 「連立方程式の利用」 
  
２．章末問題（学びをたしかめよう）をページごとに時間を 

区切って解かせ，生徒に答えを発表させる。 
 （解かせる時間 15 分，答え発表時間 5 分） 
 
 

 
 
 
  
【振り返り】 
２章で学習したことをきちんと理解できているかどうか確認する
には，問題の式や途中式をきちんと書き，誤答があれば自ら振り
返って改善することが大切である。 
３．解き終わらなかった問題や誤答直しは宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，一次関数について学習します。」 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

 
② 問題演習をする際には，予め丁
寧なノート指導を行っておくと
生徒が問題解決の過程をふり返
って，評価・改善しようとしてい
るかどうか観察しやすくなる。 

【一般的なノート指導例】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ペー
ジ数，大問番号を記入させる。 
誤答があったら，この部分を蛍光
ペン等でチェックさせる。 

・問題式と途中式，を右ではなく，下
に書くようにさせる。 

・問題文は簡潔に書かせる。 
・答え式にはアンダーラインを定規
で引かせる。 

・行間を詰め過ぎさせない。ある程度
間隔をあけると後から書き込みや
すく，見直ししやすい。 

評価のめやす 
問題解決の過程をふり返って，

評価・改善しようとしている。 
【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・生徒が自分で問題を解けないときは，章末問題の右側を参照して学んだページに戻って，復習してから 
解かせるように指示する。 

用意するもの 
 ワークシート  



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

２３ 

題 材 名  「章末問題（学びを身につけよう）」（第１２時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，連立方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した式の計算を関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  A 数と式 

 

 

 

 

 
板 書 例  

  月  日 １ 連立方程式 （ １２ ／１２） 

 
 
 
 
（この章で学んだ事柄） 
 ・二元一次方程式と連立方程式の解 
 ・連立方程式の解き方（加減法） 
 ・連立方程式の解き方（代入法） 
 ・いろいろな連立方程式の解き方 
 ・連立方程式の利用 
 
 
（演習問題ノートの書き方） 
 
 
 
 
  
 

【注意】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ページ数，大問番号を記
入する。誤答があったら，この部分を蛍光ペン等でチェ
ックする。 

・問題式と途中式，を右ではなく，下に書く。 
・問題文は簡潔に書く。 
・答え式にはアンダーラインを定規で引く。 
・行間を詰め過ぎない。ある程度間隔をあけると後から書

き込みやすく，見直ししやすい。 
 
 
 
 

 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

【めあて】 

２章で学習したことをきちんと理解できてい
るか確認しよう。 

【振り返り】 
２章で学習したことをきちんと理解できているか
どうか確認するには，問題の式や途中式をきちん
と書き，誤答があれば自ら振り返って改善するこ
とが大切である。 

② 問題演習をする際には，予め丁寧なノー
ト指導を行っておくと生徒が問題解決の過
程をふり返って，評価・改善しようとして
いるかどうか観察しやすくなる。 

 



２４ 

題 材 名  「一次関数の意味と関係を表す式」（第１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の意味と関係を表す式を理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎1年で学習した関数をもとに，一次関数として捉えられる２つの数量を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数として捉えられる２つの数量を見いだしたり，その関係を式で表したりしようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「今日から一次関数について勉強していきましょう。」 
１．教科書 P.58～「水面の高さはどう変わるかな？」を読ませ， 
水面の変化の様子を考えさせる。 
【めあて】 
一次関数の意味と関係を表す式を理解しよう。 
２．ワークシート１を解かせ，比例の復習をさせる。 
３．ワークシート 2 を解かせ，比例との違いを発表させる。 
 （生徒反応例） 
・比例のときはｘの値が 2 倍，3倍，…となると，y の値が 2 倍， 

  3 倍，…となったが，ワークシート２のｘとｙの関係はそれが
いえない。 

 ・比例のときは，y の値を x の値でわると一定の値になったが，
ワークシート 2 ではそれがいえない。 

 ・比例の式は，y＝ax の形になるが，ワークシート 2の式は， 
  y＝2x＋8となり，比例の式とは違う。 
４．ワークシートの表の特徴や式から，一次関数の特徴を整理させ， 
 まとめさせる。  
【振り返り】 
y が x の関数で，y＝2x＋8，y＝2x のように，yが x の一次式で表
せるとき，yは x の一次関数であるという。 
一次関数は ｙ＝ax＋b（a，bは定数）の形で表すことができる。 
この式は，x に比例する ax と定数の部分 bの和の形といえる。 
比例は b＝0のときであり，一次関数の特別な場合といえる。 
５．問 1，2，練習問題は宿題として指示する。 
６．次時の予告 
「次の授業では，一次関数の値の変化について学習します。」 

 
 
 
 
 
① 比例の変化，性質，式を想起さ
せる。 

 
② 比例は一次関数の特別な場合
であることを確認させる。ただ
し，一次関数は比例の性質と異な 

 る部分があることを理解させる。 
 
③ 一次関数は，比例関係に定数を
加えたものであるという見方が
できるように指導する。したがっ
て，y＝2x＋8 という式でも，yと
2x＋8 が等しいという方程式的
な見方ではなく，x を 2倍して 8
を加えると y が決まるという関
数的な見方をさせる。 

 
評価のめやす 
一次関数の意味と関係を表す式
を理解している。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・一次関数は，比例関係に定数を加えたものであるという見方ができるように指導する。したがって， 

y＝2x＋8という式でも，y と 2x＋8が等しいという方程式的な見方ではなく，x を 2倍して 8を加えると 
y が決まるという関数的な見方をさせるとよい。 

用意するもの 
 ワークシート  



２４ 

題 材 名  「一次関数の意味と関係を表す式」（第１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の意味と関係を表す式を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数として捉えられる２つの数量を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数として捉えられる２つの数量を見いだしたり，その関係を式で表したりしようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （１／１７） 

 
 
 
教科書 P.58～「水面の高さはどう変わるかな？」 
（ワークシート１） 
 
 
（ワークシート２） 
 
 
（生徒反応例） 
・比例のときはｘの値が 2 倍，3 倍，…となると，y の値が 2

倍，3 倍，…となったが，ワークシート２のｘとｙの関係はそ

れがいえない。 

・比例のときは，y の値を x の値でわると一定の値になった

が，ワークシート 2 ではそれがいえない。 

・比例の式は，y＝ax の形になるが，ワークシート 2 の式は，

y＝2x＋8 となり，比例の式とは違う。 

 

 

【めあて】 

一次関数の意味と関係を表す式を理解しよう。 

【振り返り】 
y が x の関数で，y＝2x＋8，y＝2x のように， 
y が x の一次式で表せるとき，y は x の一次関数で
あるという。 
一次関数は ｙ＝ax＋b（a，b は定数）の形で表す
ことができる。 
この式は，x に比例する ax と定数の部分 b の和の
形といえる。 
比例は b＝0のときであり，一次関数の特別な場合
といえる。 

③ 一次関数は，比例関係に定数を加えたものである
という見方ができるように指導する。したがって，y
＝2x＋8 という式でも，yと 2x＋8 が等しいという方
程式的な見方ではなく，x を 2倍して 8 を加えると y
が決まるという関数的な見方をさせる。 

 

② 比例は一次関数の特別な場
合であることを確認させる。た
だし，一次関数は比例の性質と
異なる部分があることを理解
させる。 

① 比例の変化，性質，式を
想起させる。 



       yの増加量 
変化の割合＝ 
       x の増加量 

２５ 

題 材 名  「変化の割合」（第２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎変化の割合の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数のｘとｙの変化の様子を考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ｘとｙの変化の様子を効率的に表すにはどうすればよいか考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の値の変化について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
一次関数の値の変化を調べ，変化の割合について理解しよう。 
１．ワークシート 1 を解かせ，解説する。 
 一次関数ｙ＝2x＋1 で，対応する x，yの値を求めると， 
 
 
 ⑴ x の値が 2倍，3倍，…となると，ｙの値はどうなるか。 
 ⑵ y の値を x の値で割るとどうなるか。 
 ⑶ y の増えた量を x の増えた量で割るとどうなるか。 
 
２．ワークシート２を解かせ，解説する。 
 一次関数ｙ＝－3x＋７で，対応する x，y の値を求めると， 
 
 
 ⑴ x の値が 2倍，3倍，…となると，ｙの値はどうなるか。 
 ⑵ y の値を x の値で割るとどうなるか。 
 ⑶ y の増えた量を x の増えた量で割るとどうなるか。 
 
【振り返り】 
x の増加量に対する yの増加量の割合を，変化の割合という。 
この値は，x の増加量が 1 のときの yの増加量に等しい。 

 
 

３．問 1は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，一次関数の変化の割合の特徴について学習します。」 

 
 
 
① 比例では，yの値を xの値で割
ると一定（比例定数）になったり， 

 x の値が 2 倍，3 倍，…となると， 
 y の値が 2倍，3 倍，…となった
が，一次関数ではそれらに特徴が
みられないことを理解させる。 

 
 
 
② 一次関数では，唯一，yの増加
量を x の増加量で割ると，一定に
値が出てくることに注目させ，変
化の割合を理解する意味を持た
せる。 

 
③ 次時では，一次関数と反比例の
変化の割合を比較させ，一次関数
に限って変化の割合が一定とな
ることをつかませたい。 

 

評価のめやす 
変化の割合の意味を理解してい
る。【知識・技能】 

指導のポイント 
・一次関数では yの増加量を xの増加量で割ると一定に値が出てくることに注目させ，変化の割合を理解させる。 
用意するもの  
ワークシート  

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 



       yの増加量 
変化の割合＝ 
       x の増加量 

２５ 

題 材 名  「変化の割合」（第２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 変化の割合の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数におけるｘとｙの変化の様子を考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ｘとｙの変化の様子を効率的に表すにはどうすればよいか考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 

板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （２／１７） 

 
 
 
 
１．ワークシート 1 を解かせ，解説する。 
  
 
 
 
 
２．ワークシート 2 を解かせ，解説する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【振り返り】 
x の増加量に対する yの増加量の割合を，変化の割合 
という。この値は，x の増加量が 1のときの y の増加量
に等しい。 

 
 
 

 

【めあて】 
一次関数の値の変化を調べ，変化の割合に 
ついて理解しよう。 

③ 次時では，一次関数と反比例の変化の割
合を比較させ，一次関数に限って変化の割
合が一定となることをつかませたい。 

① 比例では，y の値を x の値で割ると
一定（比例定数）になったり， x の
値が 2 倍，3倍，…となると，y の値
が 2倍，3 倍，…となったりしたが，
一次関数ではそれらに特徴がみられ
ないことを理解させる。 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

② 一次関数では，唯一，y の増加量
を x の増加量で割ると，一定に値が
出てくることに注目させ，変化の割
合を理解する意味を持たせる。 

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 



       yの増加量 
変化の割合＝ 
       x の増加量 

２６ 

題 材 名  「一次関数の変化の割合」（第３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の変化の割合の特徴を理解し，求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎一次関数の変化の割合の特徴を，反比例と比較して見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数の変化の割合の特徴を，反比例と比較して見いだそうとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の変化の割合の特徴について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
一次関数の変化の割合の特徴について考えよう。 
１．ワークシート 1 を解かせ，解説する。 
 一次関数ｙ＝2x＋1 で， 
 ⑴ x の値が 1から 3に変化するとき，変化の割合を求めよ。 
 
 
 
 
⑵ x の値が－2から 6に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

２．ワークシート２を解かせ，解説する。 
 一次関数ｙ＝－3x＋７で， 
⑴ x の値が 1 から 3 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 
⑵ x の値が－2から 6に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

3．ワークシート 3 を解かせ，解説する。 
 反比例の関係ｙ＝ 6

 𝑥𝑥 
で， 

⑴ x の値が 1 から 3 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 
⑵ x の値が－2から 6に変化するとき，変化の割合を求めよ。 
 
【振り返り】 
一次関数 y＝ax＋b では，変化の割合は一定で，aに等しい。 
反比例の関係では，変化の割合は一定ではない。 

３．問 2，練習問題は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，一次関数のグラフの特徴について学習します。」 

   値の変化 増加量 変化の割合 
y 3 → 7 4 

2 
x 1 → 3 ２ 

 
 
① 前時までの学習（変化の割合）
を想起させる。 

 
 
 
② 初期段階では，1⑴の表の型を
覚えさえ，そこに数値を入れて変
化の割合を求めるように指導す
るとよい。 

 
③ 時間に余裕があれば，y＝ax2の 
変化の割合を求めさせることで， 
関数によって変化の割合が一定
とは限らないことを押さえさせ
る。 
 
 
 
 

 

評価のめやす 
一次関数の変化の割合の特徴を
理解し，求めることができる。
【知識・技能】 

指導のポイント 
・初期段階では，1⑴の表の型を覚えさえ，そこに数値を入れて変化の割合を求めるように指導するとよい。 
用意するもの  
ワークシート  



【振り返り】 
一次関数 y＝ax＋b では，変化の割合は一定で，a
に等しい。反比例の関係では，変化の割合は一定で
はない。 

② 初期段階では，1⑴の表の型を覚えさえ，そこに数値を入れ
て変化の割合を求めるように指導するとよい。 

２６ 

題 材 名  「一次関数の変化の割合」（第３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の変化の割合の特徴を理解し，求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ◎一次関数の変化の割合の特徴を，反比例と比較して見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数の変化の割合の特徴を，反比例と比較して見いだそうとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （３／１７） 

 
 
 
 
１．ワークシート 1 を解かせ，解説する。 
 一次関数ｙ＝2x＋1 で， 
 ⑴ x の値が 1から 3 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

⑵ x の値が－2 から 6 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

２．ワークシート２を解かせ，解説する。 
 一次関数ｙ＝－3x＋７で， 
⑴ x の値が 1 から 3 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

⑵ x の値が－2 から 6 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

   値の変化 増加量 変化の割合 
y 3 → 7 4 

2 
x 1 → 3 ２ 

 
3．ワークシート 3 を解かせ，解説する。 
 反比例の関係ｙ＝ 6

 𝑥𝑥 
で， 

⑴ x の値が 1 から 3 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

⑵ x の値が－2 から 6 に変化するとき，変化の割合を求めよ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【めあて】 

一次関数の変化の割合の特徴について 
考えよう。 

③ 時間に余裕があれば，y＝ax2
の変化の割合を求めさせるこ
とで，関数によって変化の割合
が一定とは限らないことを押
さえさせる。 

① 前時までの学習（変化の割合）
を想起させる。 



２７ 

題 材 名  「一次関数のグラフ（切片）」（第４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数のグラフの特徴と切片の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数のグラフについて勉強していきましょう。」 
【めあて】 
一次関数をグラフに表し，その特徴を考えよう。 
「まずは比例のグラフの復習から始めましょう。」 
１．ワークシート 1（復習）を解かせる。 
 以下の表を利用して，比例 y＝2x のグラフをかきなさい。 
 
 
 
２．ワークシート２を解かせ，比例のグラフと比較させる。 
 以下の表を利用して，一次関数 y＝2x＋3 のグラフをかきなさい。 
 
 
 
  y＝2x＋3のグラフは，y＝2x のグラフを y 軸方向に 3だけ 
平行移動したものと考えられる。 

   
【振り返り】 
・一次関数 y＝2x＋3 のグラフを，直線 y＝2x＋3という。 
・一次関数 y＝ax＋b のグラフは，直線 y＝ax に平行で，y 軸上の
点(0，b)を通る直線である。 

・直線 y＝ax＋b と y 軸との交点(0，b)の y座標 bを，この直線の 
 切片という。 
３．問 1，2は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，一次関数のグラフの傾きについて学習します。」 

 
 
 
 
① 1 年で学習したことを想起さ
せ，表を用いなくてもグラフをか
かせてもよい。 

 
 
② この表では，整数点のみしか 
かけないが，これらの整数と整数
の間に無数の実数が存在し，その
点の連なりが直線になることを
意識させる。 

 
③ これから直線のグラフをかく
とき，まず，b をないものとして
比例のグラフをかき，それを y軸
方向に b だけ平行移動させれば
いいことを押さえさせる。 

 
 
 
評価のめやす 
一次関数のグラフの特徴と切片

の意味を理解している。 
【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・比例のグラフと一次関数のグラフを比較して，その位置関係を生徒に気づかせるようにする。 
用意するもの 
 ワークシート  定規   

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 



２７ 

題 材 名  「一次関数のグラフ（切片）」（第４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数のグラフの特徴と切片の意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （４／１７） 

 
 
 
 
１．ワークシート 1（復習） 
  以下の表を利用して，比例 y＝2x の 
グラフをかきなさい。 

 
 
 
２．ワークシート２ 
 以下の表を利用して，一次関数 y＝2x＋3のグラフ
をかきなさい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
y＝2x＋3のグラフは，y＝2x のグラフを y 軸方向に 
3 だけ平行移動したものと考えられる。 

 

【めあて】 

一次関数をグラフに表し，その特徴を 
考えよう。 

【振り返り】 
・一次関数 y＝2x＋3 のグラフを，直線 y＝2x＋3
という。 
・一次関数 y＝ax＋bのグラフは，直線 y＝ax に平
行で，y 軸上の点(0，b)を通る直線である。 

・直線 y＝ax＋b と y 軸との交点(0，b)の y 座標 b
を，この直線の切片という。 

① 1 年で学習したことを想起さ
せ，表を用いなくてもグラフを
かかせてもよい。 

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 

 

ｘ … －3 －２ －１  ０  1  2  3  … 
ｙ …                    … 

② この表では，整数点のみしか 
かけないが，これらの整数と整
数の間に無数の実数が存在し，
その点の連なりが直線になる
ことを意識させる。 ③ これから直線のグラフをかくとき，ま

ず，b をないものとして比例のグラフを
かき，それを y 軸方向に b だけ平行移動
させればいいことを押さえさせる。 



２８ 

題 材 名  「一次関数のグラフ（傾き）」（第５時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数のグラフの特徴と傾きの意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数のグラフの傾きぐあいについて勉強していきましょう。」 
【めあて】 
一次関数のグラフの特徴と傾きについて考えよう。 
「まずは比例を用いた一次関数のグラフの復習から始めましょう。」 
１．ワークシート 1（復習）を解かせる。 

 一次関数のグラフは比例のグラフを bだけ y軸方向に平行移動 

   ⑴ y＝x+2     ⑵ y＝2x＋2   
   ⑶ y＝3x＋2    ⑷ y＝－2x＋2 
 
 
 
 
 
 
 
 （反応例） 
 
  aの値がおおきくなると，その分グラフは起き上がっていく 
   
【振り返り】 
・直線 y＝ax＋bで，aの値を，この直線の傾きという。 
・一次関数 y＝ax＋bのグラフは，傾き a，切片 bの直線で 
  a＞0のとき右上がり， 

a＜0のとき右下がり となる。 
３．問３は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では一次関数のグラフのかき方について学習します。」 

 
 
 
 
① 前時で学習したことを想起さ
せ，一次関数のグラフをかかせ
る。 

 
 

② 比例のグラフ 

⇒ 

b だけｙ軸方向に平行移動 

 この考えを逆にすることもでき
ることを留意させ，次時の学習に
つなげる。 

 
 
③ 傾きと切片をもとに，一次関数
のグラフの特徴を表現できるか
確認する。 

 
評価のめやす 
一次関数のグラフの特徴と傾き
の意味を理解している。 
【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・一次関数のグラフの傾きを理解させ，右上がり，右下がりを判断できるようにさせる。 
用意するもの 
 ワークシート  定規   



① 前時で学習したことを想起させ，
一次関数のグラフをかかせる。 

２８ 

題 材 名  「一次関数のグラフ（傾き）」（第５時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数のグラフの特徴と傾きの意味を理解している。 

②思考・判断・表現力 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （５／１７） 

 
 
 
 
一次関数のグラフは比例のグラフを b だけ y 軸方向に平行移動 

  ⑴ y＝x+2     ⑵ y＝2x＋2   
  ⑶ y＝3x＋2    ⑷ y＝－2x＋2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  aの値がおおきくなると，その分グラフは 

起き上がっていく 
 

 

 

【めあて】 

一次関数のグラフの特徴と傾きについて考え
よう。 

【振り返り】 
・直線 y＝ax＋bで，aの値を，この直線の 
傾きという。 

・一次関数 y＝ax＋bのグラフは， 
傾き a，切片 bの直線で 

  a＞0のとき右上がり， 
a＜0のとき右下がり となる。 

③ 傾きと切片をもとに，一次関
数のグラフの特徴を表現できる
か確認する。 

② 比例のグラフ 

⇒ 

b だけｙ軸方向に平行移動 

 この考えを逆にすることもできることを
留意させ，次時の学習につなげる。 



２９ 

題 材 名  「一次関数のグラフのかき方」（第６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数の関係をグラフに表すことができる。 

②思考・判断・表現力 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数のグラフのかき方について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
式から表を使わず一次関数のグラフをかけるようになろう。 
１．傾き（a）＝変化の割合より，グラフ上でも変化の割合の様子が 
 わかることを説明し，理解させる。 
  

                   ｙ＝ 2
 3 

x+1 のグラフ 

 
 
 
 
 
 
２．１で説明したことをもとに，一次関数のグラフのかき方の手順
を説明し，ワークシートのグラフをかかせる。   
【振り返り】 
一次関数のグラフをかくには，式から切片と傾きを読み取り， 
Ⅰ）切片 bの値からｙ軸上にスタート点をとる。 

             yの増加量 
Ⅱ）傾き a＝変化の割合＝       より 

             x の増加量 
 a を分数に変換して，スタート点から階段状に点をとる。 

Ⅲ）とった点を直定規で結び，グラフの端に式または番号をかく。  
３．問４は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，x の変域に制限があるときの y の変域について学習します。」 

 
 
 
① 生徒に既習内容を想起させる。 

  傾き（a）＝変化の割合 

 
② 「比例のグラフ」⇒「b だけｙ
軸方向に平行移動」の逆を考えさ
せ，「グラフのかき方の手順」を
理解させる。 

 
 
③ 傾きが整数でも，あえて分数の
形に変形させて，x の増加量とｙ
の増加量の分だけ階段状に点を
とらせるよい。 

 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
式から表を使わず一次関数のグ
ラフをかける。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・直線の切片，傾きを式から読み取り，表を使わずに正確なグラフをかけるように指導する。 
用意するもの 
 ワークシート 定規 
 

3 
2 



２９ 

題 材 名  「一次関数のグラフのかき方」（第６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数の関係をグラフに表すことができる。 

②思考・判断・表現力 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数のグラフの特徴を，表や式，変化の割合と関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （６／１７） 

 
 
 
 
 傾き＝変化の割合をグラフで読み取ろう！ 
  
                ｙ＝ 2

 3 
x+1 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【振り返り】 
一次関数のグラフをかくには，式から切片と傾きを読
み取り， 
Ⅰ）切片 bの値からｙ軸上にスタート点をとる。 

             yの増加量 
Ⅱ）傾き a＝変化の割合＝       より 

             x の増加量 
 a を分数に変換して，スタート点から階段状に点を
とる。 

Ⅲ）とった点を直定規で結び，グラフの端に式または番
号をかく。  

 

 

【めあて】 

式から表を使わず一次関数のグラフをかける
ようになろう。 

① 生徒に既習内容を想起させる。 

  傾き（a）＝変化の割合 

② 「比例のグラフ」⇒「b だけｙ軸方向に
平行移動」の逆を考えさせ，「グラフのか
き方の手順」を理解させる。 

③ 傾きが整数でも，あえて分数
の形に変形させて，x の増加量
とｙの増加量の分だけ階段状
に点をとらせるよい。 

 
 

3  
2 



３０ 

題 材 名  「ｘの変域に制限があるときのｙの変域」（第７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数について，ｘの変域に制限があるときのｙの変域を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ｙの変域を求める方法をグラフと関連づけて考察し表現できる。 

③主体的に取り組む姿勢 ｙの変域を求める方法をグラフと関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「変域について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
一次関数について，ｘの変域に制限があるときのｙの変域を 
考えよう。 
「まずは変域の復習から始めましょう。」 
１．ワークシート１（復習）を解かせ，解説する。 
 ・変域とは…変数ｘ（または y）が取り得る値の範囲のこと。 
       基本的には，（最小値）≦ｘ＜（最大値）と表す。 
 ・1 年で学習した変域の問題 
                  
２．例３，問 5 を説明し，ワークシート２を解かせる。 
 （問５⑴）y＝－3x－3について，－2≦x≦１のときの yの変域 
 
 
 
 
 
 
 
  
【振り返り】 
関数におけるｘの変域に制限があるときのｙの変域は，グラフを
もとに考えるとよい。 
 ・特に a＜０のとき，間違いやすい。 
 ・反比例や y＝ax2のときはグラフをもとに考える。 
３．練習問題は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，一次関数のグラフから式を求める方法について学習します。」 

 
 
 
 
 
① 1 年で学習した変域に関する
内容を想起させる。 

 
 
 
② ｙの変域を求めさせるとき，式  
 に最小，最大値だけを代入して求
めると不等号を含めて誤答にな
りやすい。よって，グラフで考え
るように指導する。 

 
③ 変域をグラフで考える際は， 
 x の変域⇒横の動ける範囲 
 yの変域⇒縦の動ける範囲 
 を身振り手振りを交えて指導す
ると，生徒の理解が深まりやす
い。 
評価のめやす 
一次関数について，ｘの変域に
制限があるときのｙの変域を求
めることができる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・関数におけるｘの変域に制限があるときのｙの変域はグラフをもとに考えさせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

⑴ y＝－3x－3 のグラフをかく。 

⑵ x の変域（横の動ける範囲） 

 からグラフに制限をかける。 

⑶ グラフの縦に動ける範囲か

ら y の変域を求める。 

    －6≦y≦3 



３０ 

題 材 名  「ｘの変域に制限があるときのｙの変域」（第７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎一次関数について，ｘの変域に制限があるときのｙの変域を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 ｙの変域を求める方法をグラフと関連づけて考察し表現できる。 

③主体的に取り組む姿勢 ｙの変域を求める方法をグラフと関連づけて考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 

板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （７／１７） 

 
 
 
 
（問５⑴）y＝－3x－3 について，－2≦x≦１のとき
の yの変域 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

【めあて】 

一次関数について，ｘの変域に制限があるとき
のｙの変域を考えよう。 

【振り返り】 
関数におけるｘの変域に制限があるときのｙの 
変域は，グラフをもとに考えるとよい。 
・特に a＜０のとき，間違いやすい。 
・反比例や y＝ax2のときはグラフをもとに考える。 

① 1 年で学習した変域に関する
内容を想起させる。 

⑴ y＝－3x－3のグラフをかく。 

⑵ x の変域（横の動ける範囲） 

 からグラフに制限をかける。 

⑶ グラフの縦に動ける範囲か

ら y の変域を求める。 

 －6≦y≦3 

② ｙの変域を求めさせるとき，式に最小，最大値だ
けを代入して求めると不等号を含めて誤答になりやす
い。よって，グラフで考えるように指導する。 

③ 変域をグラフで考える際は， 
 x の変域⇒横の動ける範囲 
 yの変域⇒縦の動ける範囲 
 を身振り手振りを交えて指導
すると，生徒の理解が深まりや
すい。 

 



３１ 

題 材 名  「一次関数の式を求めること⑴」（第８時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の式を，与えられた条件から求めることができる。 

②思考・判断・表現力 一次関数の特徴に着目し，与えられた条件から式を求める方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 表，式，グラフを相互に関連づけるなどして考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の式の求め方について勉強していきましょう。」 
【めあて】 
傾きと 1点の座標がわかるとき，一次関数の式を求められるよう
になろう。 
１．ワークシート１を解かせ，解説する。 
 グラフから切片が－１，変化の割合と傾きが等しいことから 
 傾き 3

 2 
，よってこの一次関数の式は y＝ 3

 2 
x－1  

 
 
２．例題１を説明し，ワークシート２を解かせる。 
 【見通し】 

y＝ax＋b の式にわかる値を代入して，ｂの値を求め， 
その値をもとの式に代入して，一次関数の式として表す。 
 

  傾きが 3
 5 
より，a＝ 3

 5 
とわかる。 

よって，y＝ax＋bに代入すると y＝ 3
 5 

x＋b…① 
①の式に通る点(5，1)を代入すると，1＝ 3

 5 
×5＋b 

  この方程式を解くと，b＝－2 
  よって，求める式は，y＝ 3

 5 
x－2  

  
【振り返り】 
傾きと 1点の座標がわかるときの一次関数の式の求め方は， 
ｙ＝ａｘ＋b の式にわかる値を代入して，b の一次方程式を解き， 
切片を求めるとよい。 
３．問１，２は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，さらにいくつかの条件から一次関数の式の求め方
について学習します。」 

 
 
 
 
① 切片はｙ軸との交点の y座標 
 傾きは変化の割合に等しいこと
から，a，b の値を求められるよ
うに指導する。 

 
② 一次関数の式を求めるとは， 
 a，bの値を求め，y＝ax＋bの 
 式に数を代入して表すとよい。 
 そのためには，方程式を用いる場
合もあることを，先に押さえさせ
る。 

 
③ aまたは bの値を求めて，それ  
 で終わる生徒が多い。最終的には  
 式として表す必要があることを  
 留意させる。 
 
 
 
評価のめやす 
傾きと 1点の座標がわかるとき，
一次関数の式を求められる。 
【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・一次関数の式を求めるとは，a，b の値を求め，y＝ax＋b の式に数を代入して表すとよい。 
用意するもの 
 ワークシート  



① 切片はｙ軸との交点の y座標 
 傾きは変化の割合に等しいこ
とから，a，bの値を求められる
ように指導する。 

 
  

  
  
 

 
 

 
  

 
  

 
  

  
 

３１ 

題 材 名  「一次関数の式を求めること⑴」（第８時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の式を，与えられた条件から求めることができる。 

②思考・判断・表現力 一次関数の特徴に着目し，与えられた条件から式を求める方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 表，式，グラフを相互に関連づけるなどして考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （８／１７） 

 
 
 
 
（ワークシート１） 
 グラフから切片が－１， 
変化の割合と傾きが等しいことから傾き 3

 2 
， 

よってこの一次関数の式は y＝ 3
 2 

x－1  
 
（例題１）見通し 

y＝ax＋b の式にわかる値を代入して，ｂの値を
求め，その値をもとの式に代入して，一次関数の式
として表す。 

 

 
  （解答） 

傾きが 3
 5 
より，a＝ 3

 5 
とわかる。 

よって，y＝ax＋bに代入すると y＝ 3
 5 

x＋b…① 
①の式に通る点(5，1)を代入すると，1＝ 3

 5 
×5＋b 

  この方程式を解くと，b＝－2 
  よって，求める式は，y＝ 3

 5 
x－2  

 

 

【めあて】 

傾きと 1点の座標がわかるとき，一次関数の式
を求められるようになろう。 

【振り返り】 
傾きと 1 点の座標がわかるときの一次関数の式の
求め方は，ｙ＝ａｘ＋b の式にわかる値を代入し
て，bの一次方程式を解き，切片を求めるとよい。 

③ a または b の値を求めて，そ
れで終わる生徒が多い。最終的
には式として表す必要がある
ことを留意させる。 

 

② 一次関数の式を求めるとは，a，b の値
を求め，y＝ax＋b の式に数を代入して表
すとよい。そのためには，方程式を用いる
場合もあることを，先に押さえさせる。 



３２ 

題 材 名  「一次関数の式を求めること⑵」（第９時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の式を，与えられた条件から求めることができる。 

②思考・判断・表現力 一次関数の特徴に着目し，与えられた条件から式を求める方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 表，式，グラフを相互に関連づけるなどして考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の式の求め方についてさらに勉強していきましょう。」 
【めあて】 
２点の座標がわかるとき，一次関数の式を求められるようになろう。 

 
１．例題２を解かせ，生徒に発表させる。 
 【見通し】 

y＝ax＋b の式にわかる値を代入して，a，ｂの値を求め， 
その値をもとの式に代入して，一次関数の式として表す。 
 

（図的な解き方） 
 2 点を座標平面上で表し，変化の割合（a）を求め，bの方程式を
解き，切片（b）を求める。 

 
（代数的な解き方） 

2 点の座標を y＝ax＋b に代入して，a，bの連立方程式を 
解き，a，bの値を求める。 

 
  
【振り返り】 
２点の座標がわかるときの一次関数の式の求め方は， 
Ⅰ）2 点を座標平面上で表し，変化の割合（a）を求め，bの方程
式を解き，切片（b）を求める。 

Ⅱ）2 点の座標を y＝ax＋b に代入して，a，bの連立方程式を 
解き，a，bの値を求める。 

のいずれかの方法で求めるとよい。 
３．問３，４は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，二元一次方程式のグラフについて学習します。」 

 
① 前時に学習を想起させ，一次関
数の式を求めるとは，a，b の値
を求めればいいことを押さえさ
せる。 

 
② 一次関数の式を求めるとは， 
 a，bの値を求め，y＝ax＋bの 
 式に数を代入して表すとよい。 
 そのためには，方程式を用いる場
合もあることを，先に押さえさせ
る。 

 
③ 図的に求めるか，代数的に求め
るかを生徒に判断させ，やりやす
い方法で求めさせる。 

 
④ aまたは bの値を求めて，それ  
 で終わる生徒が多い。最終的には  
 式として表す必要があることを  
 留意させる。 
 
 
評価のめやす 
２点の座標がわかるとき，一次
関数の式を求められる。 
【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・図的に求めるか，代数的に求めるかを生徒に判断させ，やりやすい方法で求めさせるとよい。 
用意するもの 
 ワークシート  



３２ 

題 材 名  「一次関数の式を求めること⑵」（第９時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数の式を，与えられた条件から求めることができる。 

②思考・判断・表現力 一次関数の特徴に着目し，与えられた条件から式を求める方法を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 表，式，グラフを相互に関連づけるなどして考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （９／１７） 

 
 
 
 
（例題２） 

y＝ax＋b の式にわかる値を代入して，a，ｂの値
を求め，その値をもとの式に代入して，一次関数の
式として表すとよい。 

 
【生徒発表例 1】 

 
 
  

 
【生徒発表例２】 

 

 

【めあて】 

２点の座標がわかるとき，一次関数の式を求め
られるようになろう。 

【振り返り】 
２点の座標がわかるときの一次関数の式の求め方は， 
Ⅰ） 2 点を座標平面上で表し，変化の割合（a）を求

め，b の方程式を解き，切片（b）を求める。 
Ⅱ） 2 点の座標を y＝ax＋b に代入して，a，b の連

立方程式を解き，a，b の値を求める。 
のいずれかの方法で求めるとよい。 

④ a または b の値を求めて，それで終わ
る生徒が多い。最終的には式として表す必
要があることを留意させる。 

（代数的な解き方） 
2 点の座標を y＝ax＋b に代入して，a，b の連立方程式を 
解き，a，b の値を求める。 

（図的な解き方） 
 2 点を座標平面上で表し，変化の割合（a）を求め，b の方程式を解き，切片（b）を求める。 

③ 図的に求めるか，代数的に求
めるかを生徒に判断させ，やり
やすい方法で求めさせる。 

② 一次関数の式を求めるとは，a，bの値を求
め，y＝ax＋b の式に数を代入して表すとよ
い。そのためには，方程式を用いる場合もあ
ることを，先に押さえさせる。 

① 前時に学習を想起させ，一次
関数の式を求めるとは，a，b の
値を求めればいいことを押さ
えさせる。 



３３  

題 材 名  「二元一次方程式とグラフ⑴」（第１０時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上に表すことができる。 

②思考・判断・表現力 二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「二元一次方程式とグラフについて勉強していきましょう。」 
【めあて】 
二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上に表すことができ
るようになろう。 
１．教科書 P.77「どのように並んでいるかな？」を考えさせ， 
 方程式のグラフについて解説する。 

・方程式のグラフ 
…方程式の解を座標とする点の全体のこと。 

・二元一次方程式のグラフ 
…一次関数のグラフと一致し，直線になる。 

２．例１を解説し，ワークシートを解かせる。 

 二元一次方程式 2x－3y＝12 のグラフのかき方 

 
 
 
 
 
 
【振り返り】 二元一次方程式のグラフは， 
Ⅰ）y について解き，一次関数のグラフか， 
Ⅱ）x＝0 のときの yの値，y＝0のときの x の値を求め， 

2 点を通るグラフのいずれかでかくとよい。 
３．問１，２は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，a または b の値が 0 の二元一次方程式のグラフに
ついて学習します。」 

 
① 解と解の間にも無数に解があ
ることを意識させ，その解を座標
として点で表したら，直線になる
ことを押さえさせる。 

 
② 関数における変数 x，yと， 
方程式における未知数 x，y とは，
峻別すべきことだが，ここではあ
いまいなままで通り，グラフをか
くことに重きを置いた方がよい。 
 

③ 二元一次方程式のグラフを 
式変形でかくか，x，y軸との交点  
でかくかは，かくべき問題の式で
判断できるように指導する。 

 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
二元一次方程式の解を座標とみ
て，座標平面上に表すことがで
きる。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・二元一次方程式のグラフを式変形でかくか，x，y軸との交点でかくかは，かくべき問題の式で判断できる 

ように指導する。 
用意するもの 
 ワークシート  

Ⅰ）yについて解き，一次関数のグラフとしてかく。 
    2x－3y＝12  
    －3y＝－2x＋12 
      y＝ 2

 3 
x－4   

よって，傾き 2
 3 
，切片－4 の直線のグラフ 

 Ⅱ）x＝0 のときの yの値，y＝0 のときの x の値を求め， 
  グラフをかく。 
   x＝0 のとき，－3y＝12   y＝0 のとき，2x＝12 
           y＝－4          x＝6 
    よって，2 点(0，－4)，(6，0)を通る直線のグラフ 



３３ 

題 材 名  「二元一次方程式とグラフ⑴」（第１０時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上に表すことができる。 

②思考・判断・表現力 ◎二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （１０／１７） 

 
 
 
 
・方程式のグラフ… 

方程式の解を座標とする点の全体のこと。 
・二元一次方程式のグラフ… 

一次関数のグラフと一致し，直線になる。 
 
  
 
 

二元一次方程式 2x－3y＝12 のグラフのかき方 

 
 
 
 

 

【めあて】 

二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上
に表すことができるようになろう。 

【振り返り】 
二元一次方程式のグラフは， 
Ⅰ）y について解き，一次関数のグラフか， 
Ⅱ）x＝0 のときの yの値，y＝0のときの x の値を
求め，2点を通るグラフのいずれかでかくとよい。 

② 関数における変数 x，y と，方程式
における未知数 x，y とは，峻別すべ
きことだが，ここではあいまいなま
まで通り，グラフをかくことに重き
を置いた方がよい。 

Ⅰ）yについて解き，一次関数のグラフとしてかく。 
    2x－3y＝12  
    －3y＝－2x＋12 
      y＝ 2

 3 
x－4   

よって，傾き 2
 3 
，切片－4 の直線のグラフ 

 Ⅱ）x＝0 のときの yの値，y＝0 のときの x の値を求め， 
  グラフをかく。 
   x＝0 のとき，－3y＝12   y＝0 のとき，2x＝12 
           y＝－4          x＝6 
    よって，2 点(0，－4)，(6，0)を通る直線のグラフ 

③ 二元一次方程式のグラフを式変
形でかくか，x，y軸との交点でか
くかは，かくべき問題の式で判断
できるように指導する。 

 

① 解と解の間にも無数に
解があることを意識させ，
その解を座標として点で
表したら，直線になること
を押さえさせる。 



３４  

題 材 名  「二元一次方程式とグラフ⑵」（第１１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上に表すことができる。 

②思考・判断・表現力 二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「二元一次方程式のグラフについてさらに勉強していきましょう。」 
【めあて】 
方程式 ax＋by＝c で，a＝0 のときと b＝0のときのグラフに 
ついて考えよう。 
１．方程式 ax＋by＝c で，a＝0，b＝1，c＝3 のとき， 
グラフを考えさせる。 y＝3より，通る点は 
…，(－1，3)，(0，3)，(1，3)，…となる。 
よってグラフは， 
 
 

  
 
２．方程式 ax＋by＝c で，a＝1，b＝0，c＝2 のとき， 
グラフを考えさせる。 x＝2より，通る点は 
…，(2，－1)，(2，0)，(2，1)，…となる。 
よってグラフは， 

 
 
 
 
  
【振り返り】 
二元一次方程式 ax＋by＝c のグラフは直線である。 
特に，y＝k のグラフは，x 軸に平行で，y座標がつねに k となる。 
   x＝hのグラフは，y 軸に平行で，x 座標がつねに h となる。 
３．問 3～5，練習問題は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，連立方程式の解とグラフについて学習します。」 

 
 
 
 
① ｙについて解くと，傾きが 0 
 と捉えることもできるが，ここで
は通る複数の点を例に挙げて，グ
ラフを予想させる。 

 
 
 
 
② y がどんな値でも，ｘは 2にな
ることを押さえさせる。 

 
 
 
 
 
③ y＝k ⇒ x 軸に平行 
  x＝h ⇒ y 軸に平行 と 
 x，y が逆になることを，押さえさ 
える。 
評価のめやす 
二元一次方程式の解を座標とみ

て，座標平面上に表すことがで

きる。【知識・技能】 
 

指導のポイント 
 ・y＝k⇒x 軸に平行，x＝h⇒y 軸に平行と x，yが逆になることを，押さえさえる。 
用意するもの 
 ワークシート  



３４ 

題 材 名  「二元一次方程式とグラフ⑵」（第１１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 二元一次方程式の解を座標とみて，座標平面上に表すことができる。 

②思考・判断・表現力 ◎二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 二元一次方程式の解と一次関数のグラフの関係を考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （１１／１７） 

 
 
 
 
 
１．方程式 ax＋by＝cで，a＝0，b＝1，c＝3 のとき， 

 y＝3より，通る点は 
…，(－1，3)，(0，3)，(1，3)，… 
となる。 
よってグラフは， 
 
 

  
 

 
２．方程式 ax＋by＝c で，a＝1，b＝0，c＝2 のとき 
グラフを考えさせる。 x＝2より，通る点は 
…，(2，－1)，(2，0)，(2，1)，…となる。 
よってグラフは， 

 
 
 
 
 

 

【めあて】 

方程式 ax＋by＝c で，a＝0 のときと b＝0の 
ときのグラフについて考えよう。 

【振り返り】 
二元一次方程式 ax＋by＝c のグラフは直線である。 
特に， 
y＝k のグラフは，x 軸に平行で，y 座標がつねに k となる。 

x＝h のグラフは，y 軸に平行で，x 座標がつねに h となる。 

③ y＝k ⇒ x 軸に平行 
  x＝h ⇒ y 軸に平行 と 
 x，yが逆になることを，押さえさえる。 

② y がどんな値でも，ｘは 2 に
なることを押さえさせる。 

① ｙについて解くと，傾きが 0 
 と捉えることもできるが，ここ
では通る複数の点を例に挙げ
て，グラフを予想させる。 



３５  

題 材 名  「連立方程式とグラフ」（第１２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式の解は座標平面上の 2 直線の交点の座標であることを理解している。 

②思考・判断・表現力 連立方程式の解の意味について，グラフを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式の解の意味について，グラフで考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「連立方程式とグラフについて勉強していきましょう。」 
【めあて】 
連立方程式とグラフの関係について考えよう。 
１．例題１を考えさせ，解き方を発表させる。 
 右の 2直線の交点 P の座標 
を求めよ。 

 
（見通し） 
 座標平面上では交点の座標を 
 読み取れない 
 ⇒ 直線を方程式のグラフと 
  みなし，連立方程式を解く。 
 
 y＝－2x＋3 …① 
 y＝x＋1 …② 
 ①を②に代入すると， 
 －2x＋3＝x＋1 
 －3x＝－2 
   x＝ 2

 3 
，y＝ 5

 3 
   よって，交点 P( 2

 3 
， 5

 3 
) 

 
２．ワークシートを解かせる。 
【振り返り】 
連立方程式の解は座標平面上の 2直線の交点の座標と一致する。 
よって，座標平面上の目盛りで判断しかねる交点の座標も，2 直
線の式を連立方程式とみなして，求めることができる。 
３．問１，２は宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，一次関数の利用について学習します。」 

 
 
 
① 座標平面上では交点の座標を
読み取れないことを理解させる。 

 
 
② 直線の式も二元一次方程式を
変形したものとみなし，その形の
まま解かせる。 

 
③ 方程式を使って問題を解く手
順を想起させ，求めた解が題意に
あっているかどうか（座標平面上
でだいたいその位置になってい
るかどうか）吟味させる。 

 
 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
連立方程式の解は座標平面上の
2 直線の交点の座標であること
を理解している。【知識・技能】 

 

指導のポイント 
 ・座標平面上の目盛りで判断しかねる交点の座標も連立方程式で解くことができることを押さえさせる。 
用意するもの 
 ワークシート  

① 
② 

P 



① 座標平面上では交点の座標を読
み取れないことを理解させる。 

③ 方程式を使って問題を解く手順
を想起させ，求めた解が題意にあ
っているかどうか（座標平面上で
だいたいその位置になっているか
どうか）吟味させる。 

３５ 

題 材 名  「連立方程式とグラフ」（第１２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 ◎連立方程式の解は座標平面上の 2 直線の交点の座標であることを理解している。 

②思考・判断・表現力 連立方程式の解の意味について，グラフを考察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 連立方程式の解の意味について，グラフで考えようとしている。 

領 域 等  C 関数  

 
 
  
 
 
 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （１３／１７） 

 
 
 
１．例題１を考えさせ，解き方を発表させる。 
 右の 2直線の交点 P の座標 
を求めよ。 

 
（見通し） 
 座標平面上では交点の座標を 
 読み取れない 
 ⇒ 直線を方程式のグラフと 
  みなし，連立方程式を解く。 
 
 

 
 y＝－2x＋3 …① 
 y＝x＋1 …② 
         ①を②に代入すると， 
         －2x＋3＝x＋1 

 －3x＝－2 
  x＝ 2

 3 
，y＝ 5

 3 
    

よって，交点 P( 2
 3 
， 5

 3 
) 

 
 
 
 
 
 
 

 

【めあて】 

連立方程式とグラフの関係について考えよう。 

【振り返り】 
連立方程式の解は座標平面上の2直線の
交点の座標と一致する。 
よって，座標平面上の目盛りで判断しか
ねる交点の座標も，2 直線の式を連立方
程式とみなして，求めることができる。 

① 

P 

② 直線の式も二元一次方程式を
変形したものとみなし，その形
のまま解かせる。 



３６  

題 材 名  「一次関数の利用⑴」（第１３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したり

して一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  C 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の利用について勉強していきましょう。」 
【めあて】 

具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，一次関数
とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが
できるようになろう。 
１．教科書 P.８４「ダムの貯水量は？」を読ませ， 
問 1，2を解かせる。 

   
 
２．ワークシート（類題）を解かせ，解決力を高めさせる。 
 

 
３．問３は宿題として指示する。 
 
４．次時の予告 
「次の授業では，さらに一次関数の利用を深めていきます。」 

【振り返り】 
具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，一次関数
とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが
できるようになるには， 
 Ⅰ） ともなって変わる２つの数量をみつけ， 
 Ⅱ）    表 

式  グラフ の互換を行いながら， 
 Ⅲ） 一次関数の特徴をもとに表現していくとよい。 

 
① 1 年で学習した関数を使って
問題を解く手順を想起させ，それに
沿って課題を解決するように指導
する。 
「関数を使って問題を解く手順」 
⑴ 問題の中から伴って変わる 

2 つの数量をみつけ，x，ｙで 
表す。 

⑵ x，ｙの関係を，表，式，グラ  
 フで表し，その特徴をつかむ。 
⑶ 式に数を代入したり，グラフか 
 ら値を予測したりして問題を解
決する。 

評価のめやす 
具体的な事象の中から取り出し
た２つの数量の関係を，理想化
したり単純化したりして一次関
数とみなし，変化や対応の様子
を調べたり，予測したりするこ
とができる。 
【思考・判断・表現力】 

指導のポイント 
 ・1 年で学習した関数を使って問題を解く手順を想起させ，それに沿って課題を解決するように指導する。 
数学的活動のポイント 
 ・ペアやグループで求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現させる。 
用意するもの   
ワークシート  



① 1 年で学習した関数を使って問題を
解く手順を想起させ，それに沿って課題
を解決するように指導する。 

３６ 

題 材 名  「一次関数の利用⑴」（第１３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したり

して一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  C 関数 

 
板 書 例   

  月  日 ３ 一次関数 （１３／１７） 

 
 
 
 
 
 
 
 教科書 P.８４「ダムの貯水量は？」 
（復習しよう） 
「関数を使って問題を解く手順」 
⑴ 問題の中から伴って変わる 2つの数量を 
みつけ，x，ｙで表す。 

⑵ x，ｙの関係を，表，式，グラフで表し，その 
特徴をつかむ。 

⑶ 式に数を代入したり，グラフから値を予測した
りして問題を解決する。 

 
（問題を解決し発表しよう） 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係
を，一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，
予測したりすることができるようになるには， 
 Ⅰ） ともなって変わる２つの数量をみつけ， 
 Ⅱ）    表 

式  グラフ の互換を行いながら， 
 Ⅲ） 一次関数の特徴をもとに表現していくとよい。 

 

【めあて】 

具体的な事象の中から取り出した２つの数量
の関係を，一次関数とみなし，変化や対応の様
子を調べたり，予測したりすることができるよ
うになろう。 



３７  

題 材 名  「一次関数の利用⑵」（第１４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したり

して一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  C 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の利用について勉強していきましょう。」 
【めあて】 

具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，一次関数
とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが
できるようになろう。 

 
１．教科書 P．86 を読ませ，問４，５を解かせる。 
   
 
２．ワークシート（類題）を解かせ，解決力を高めさせる。 
 
 
【振り返り】 
具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，一次関数
とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが
できるようになるには， 
 Ⅰ）ともなって変わる２つの数量をみつけ， 
 Ⅱ）    表 

式  グラフ の互換を行いながら， 
 Ⅲ） 一次関数の特徴をもとに表現していくとよい。 

 
３．【説明しよう】は宿題として指示する。 
 
４．次時の予告 
「次の授業では，さらに一次関数の利用を深めていきます。」 

 
① 1 年で学習した関数を使って
問題を解く手順を想起させ，それ
に沿って課題を解決するように
指導する。 

「関数を使って問題を解く手順」 
⑴ 問題の中から伴って変わる 

2 つの数量をみつけ，x，ｙで 
表す。 

⑵ x，ｙの関係を，表，式，グラ  
 フで表し，その特徴をつかむ。 
⑶ 式に数を代入したり，グラフか 
 ら値を予測したりして問題を解
決する。 

評価のめやす 
具体的な事象の中から取り出し
た２つの数量の関係を，理想化
したり単純化したりして一次関
数とみなし，変化や対応の様子
を調べたり，予測したりするこ
とができる。 
【思考・判断・表現力】 

指導のポイント 
 ・1 年で学習した関数を使って問題を解く手順を想起させ，それに沿って課題を解決するように指導する。 
数学的活動のポイント 
 ・ペアやグループで求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現させる。 
用意するもの   
ワークシート  



① 1 年で学習した関数を使って問題を
解く手順を想起させ，それに沿って課題
を解決するように指導する。 

３７ 

題 材 名  「一次関数の利用⑵」（第１４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したり

して一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  C 関数 

 
板 書 例   

  月  日 ３ 一次関数 （１４／１７） 

 
 
 
 
 
 
 教科書 P．86 問 4 
 
（復習しよう） 
「関数を使って問題を解く手順」 
⑴ 問題の中から伴って変わる 2つの数量を 
みつけ，x，ｙで表す。 

⑵ x，ｙの関係を，表，式，グラフで表し，その 
特徴をつかむ。 

⑶ 式に数を代入したり，グラフから値を予測した
りして問題を解決する。 

 
（問題を解決し発表しよう） 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係
を，一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，
予測したりすることができるようになるには， 
 Ⅰ）ともなって変わる２つの数量をみつけ， 
 Ⅱ）    表 

式  グラフ の互換を行いながら， 
 Ⅲ）一次関数の特徴をもとに表現していくとよい。 

 

【めあて】 

具体的な事象の中から取り出した２つの数量
の関係を，一次関数とみなし，変化や対応の様
子を調べたり，予測したりすることができるよ
うになろう。 



３８  

題 材 名  「一次関数の利用⑶」（第１５時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したり

して一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  C 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「一次関数の利用について勉強していきましょう。」 
【めあて】 

具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，一次関数
とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが
できるようになろう。 

 
１．教科書 P．88 【ひろげよう】を読ませ，問 6～8 を解かせる。 
   
 
 
２．ワークシート（類題）を解かせ，解決力を高めさせる。 
 
【振り返り】 
具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，一次関数
とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることが
できるようになるには， 
 Ⅰ）ともなって変わる２つの数量をみつけ， 
 Ⅱ）    表 

式  グラフ の互換を行いながら， 
 Ⅲ）一次関数の特徴をもとに表現していくとよい。 

 
３．【説明しよう】は宿題として指示する。 
 
４．次時の予告 
「次の授業では，さらに一次関数の利用を深めていきます。」 

 
① 1 年で学習した関数を使って
問題を解く手順を想起させ，それ
に沿って課題を解決するように
指導する。 

「関数を使って問題を解く手順」 
⑴ 問題の中から伴って変わる 

2 つの数量をみつけ，x，ｙで 
表す。 

⑵ x，ｙの関係を，表，式，グラ  
 フで表し，その特徴をつかむ。 
⑶ 式に数を代入したり，グラフか 
 ら値を予測したりして問題を解
決する。 

評価のめやす 
具体的な事象の中から取り出し
た２つの数量の関係を，理想化
したり単純化したりして一次関
数とみなし，変化や対応の様子
を調べたり，予測したりするこ
とができる。 
【思考・判断・表現力】 

指導のポイント 
 ・1 年で学習した関数を使って問題を解く手順を想起させ，それに沿って課題を解決するように指導する。 
数学的活動のポイント 
 ・ペアやグループで求めた解や解決の方法を振り返って，適切であるかどうかを考察し表現させる。 
用意するもの   
ワークシート  



① 1 年で学習した関数を使って問題を
解く手順を想起させ，それに沿って課題
を解決するように指導する。 

３８ 

題 材 名  「一次関数の利用⑶」（第１５時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 一次関数を活用して問題を解決する方法について理解している。 

②思考・判断・表現力 ◎具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係を，理想化したり単純化したり

して一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることができる。 

③主体的に取り組む姿勢 一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとしている。 

領 域 等  C 関数 

 
板 書 例   

  月  日 ３ 一次関数 （１５／１７） 

 
 
 
 
 
 
 教科書 P．88 問 6～8 
 
（復習しよう） 
「関数を使って問題を解く手順」 
⑴ 問題の中から伴って変わる 2つの数量を 
みつけ，x，ｙで表す。 

⑵ x，ｙの関係を，表，式，グラフで表し，その 
特徴をつかむ。 

⑶ 式に数を代入したり，グラフから値を予測した
りして問題を解決する。 

 
（問題を解決し発表しよう） 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】 
具体的な事象の中から取り出した２つの数量の関係
を，一次関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，
予測したりすることができるようになるには， 
 Ⅰ）ともなって変わる２つの数量をみつけ， 
 Ⅱ）    表 

式  グラフ の互換を行いながら， 
 Ⅲ）一次関数の特徴をもとに表現していくとよい。 

 

【めあて】 

具体的な事象の中から取り出した２つの数量
の関係を，一次関数とみなし，変化や対応の様
子を調べたり，予測したりすることができるよ
うになろう。 



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

３９ 

題 材 名  「章末問題（学びをたしかめよう）」（第１６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，一次関数に関する問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した関数の学習と関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  C 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから章全体を振り返り，理解できているか確認しましょう。」 
【めあて】 
３章で学習したことをきちんと理解できているか確認しよう。 
１．この章で学んだ事柄を想起させ，発表させる。 
 「一次関数の意味と関係を表す式」 
 「一次関数の値の変化」 
 「一次関数のグラフ」 
 「一次関数の式を求めること」 
 「方程式とグラフ」 
 「一次関数の利用」 
２．章末問題（学びをたしかめよう）をページごとに時間を 

区切って解かせ，生徒に答えを発表させる。 
 （解かせる時間 15 分，答え発表時間 5 分） 
 
 

 
 
 
  
【振り返り】 
３章で学習したことをきちんと理解できているかどうか確認する
には，問題の式や途中式をきちんと書き，誤答があれば自ら振り
返って改善することが大切である。 
３．解き終わらなかった問題や誤答直しは宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，【章末問題（学びを身につけよう）】について学習します。」 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

 
② 問題演習をする際には，予め丁
寧なノート指導を行っておくと
生徒が問題解決の過程をふり返
って，評価・改善しようとしてい
るかどうか観察しやすくなる。 

【一般的なノート指導例】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ペー
ジ数，大問番号を記入させる。 
誤答があったら，この部分を蛍光ペ
ン等でチェックさせる。 
・問題式と途中式，を右ではなく， 
下に書くようにさせる。 
・問題文は簡潔に書かせる。 
・答え式にはアンダーラインを 
定規で引かせる。 
・行間を詰め過ぎさせない。ある程度
間隔をあけると後から書き込みやす
く，見直ししやすい。 

評価のめやす 
問題解決の過程をふり返って，

評価・改善しようとしている。 
【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・生徒が自分で問題を解けないときは，章末問題の右側を参照して学んだページに戻って，復習してから 
解かせるように指示する。 

用意するもの 
 ワークシート  



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

３９ 

題 材 名  「章末問題（学びをたしかめよう）」（第１６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，一次関数に関する問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した関数の学習と関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  C 関数 

 

 

 

 

 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （ １６ ／１７） 

 
 
 
 
（この章で学んだ事柄） 
 ・一次関数の意味と関係を表す式 
 ・一次関数の値の変化 
 ・一次関数のグラフ 
 ・一次関数の式を求めること 
 ・方程式とグラフ 
 ・一次関数の利用 
（演習問題ノートの書き方） 
 
 
 
 
  
 

【注意】 
・ ノート左端の縦に罫線を引き，ページ数，大問番号を
記入する。誤答があったら，この部分を蛍光ペン等でチ
ェックする。 

・ 問題式と途中式，を右ではなく，下に書く。 
・ 問題文は簡潔に書く。 
・ 答え式にはアンダーラインを定規で引く。 
・ 行間を詰め過ぎない。ある程度間隔をあけると後から
書き込みやすく，見直ししやすい。 
 
 
 
 

 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

【めあて】 

３章で学習したことをきちんと理解できてい
るか確認しよう。 

【振り返り】 
３章で学習したことをきちんと理解できているか
どうか確認するには，問題の式や途中式をきちん
と書き，誤答があれば自ら振り返って改善するこ
とが大切である。 

② 問題演習をする際には，予め丁寧なノー
ト指導を行っておくと生徒が問題解決の過
程をふり返って，評価・改善しようとして
いるかどうか観察しやすくなる。 

 



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

４０ 

題 材 名  「章末問題（学びを身につけよう）」（第１７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，一次関数に関する問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した関数の学習と関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  C 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

導
入 
５
分 
 
 
 
 
 
 
展
開 
40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
終
末 
５
分 

「これから章全体を振り返り，理解できているか確認しましょう。」 
【めあて】 
３章で学習したことをきちんと理解できているか確認しよう。 
１．この章で学んだ事柄を想起させ，発表させる。 
 「一次関数の意味と関係を表す式」 
 「一次関数の値の変化」 
 「一次関数のグラフ」 
 「一次関数の式を求めること」 
 「方程式とグラフ」 
 「一次関数の利用」 
２．章末問題（学びを身につけよう）をページごとに時間を 

区切って解かせ，生徒に答えを発表させる。 
 （解かせる時間 15 分，答え発表時間 5 分） 
 
 

 
 
 
  
【振り返り】 
３章で学習したことをきちんと理解できているかどうか確認する
には，問題の式や途中式をきちんと書き，誤答があれば自ら振り
返って改善することが大切である。 
３．解き終わらなかった問題や誤答直しは宿題として指示する。 
４．次時の予告 
「次の授業では，【章末問題（学びを身につけよう）】について学習します。」 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学
んだことの想起には時間をか
け過ぎないようにする。 

 
② 問題演習をする際には，予め丁
寧なノート指導を行っておくと
生徒が問題解決の過程をふり返
って，評価・改善しようとしてい
るかどうか観察しやすくなる。 

【一般的なノート指導例】 
・ノート左端の縦に罫線を引き，ペー
ジ数，大問番号を記入させる。 
誤答があったら，この部分を蛍光ペ
ン等でチェックさせる。 
・問題式と途中式，を右ではなく， 
下に書くようにさせる。 
・問題文は簡潔に書かせる。 
・答え式にはアンダーラインを 
定規で引かせる。 
・行間を詰め過ぎさせない。ある程度
間隔をあけると後から書き込みやす
く，見直ししやすい。 

評価のめやす 
問題解決の過程をふり返って，

評価・改善しようとしている。 
 【主体的に取り組む姿勢】 

 

指導のポイント 
 ・生徒が自分で問題を解けないときは，章末問題の右側を参照して学んだページに戻って，復習してから 
解かせるように指示する。 

用意するもの 
 ワークシート  



教科書 P.30～ 章末問題 （学びをたしかめよう） 
P.30 
1⃣ 
 
 
 
2⃣ 

 
何次式？！ 
⑴ ab＋ｃ－ｄ     ⑵ x2y－xy＋１ 
  2次式         3次式 
 
同類項まとめ 
⑴ 3x－7y＋4x     ⑵ 8a－b－7a＋2ｂ 
 ＝7ｘ－7ｙ       ＝a＋b 

 

４０ 

題 材 名  「章末問題（学びを身につけよう）」（第１７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

①知識・技能 語句の意味を理解し，一次関数に関する問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 これまで学習した関数の学習と関連付けて考察し，表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 ◎問題解決の過程をふり返って，評価・改善しようとしている。 

領 域 等  C 関数 

 

 

 

 

 
板 書 例  

  月  日 ３ 一次関数 （ １７ ／１７） 

 
 
 
 
（この章で学んだ事柄） 
 ・一次関数の意味と関係を表す式 
 ・一次関数の値の変化 
 ・一次関数のグラフ 
 ・一次関数の式を求めること 
 ・方程式とグラフ 
 ・一次関数の利用 
（演習問題ノートの書き方） 
 
 
 
 
  
 

【注意】 
・ ノート左端の縦に罫線を引き，ページ数，大問番号を
記入する。誤答があったら，この部分を蛍光ペン等でチ
ェックする。 

・ 問題式と途中式，を右ではなく，下に書く。 
・ 問題文は簡潔に書く。 
・ 答え式にはアンダーラインを定規で引く。 
・ 行間を詰め過ぎない。ある程度間隔をあけると後から
書き込みやすく，見直ししやすい。 
 
 
 
 

 

① 生徒に自ら問題を解かせ理解
度をチェックさせたいので，学ん
だことの想起には時間をかけ過
ぎないようにする。 

【めあて】 

３章で学習したことをきちんと理解できてい
るか確認しよう。 

【振り返り】 
３章で学習したことをきちんと理解できているか
どうか確認するには，問題の式や途中式をきちん
と書き，誤答があれば自ら振り返って改善するこ
とが大切である。 

② 問題演習をする際には，予め丁寧なノー
ト指導を行っておくと生徒が問題解決の過
程をふり返って，評価・改善しようとして
いるかどうか観察しやすくなる。 
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